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埋蔵文化財は先人の残した国民共有の貴重な歴史的財産です。文化財保護法の理念にもと

づき、埋蔵文化財を保護し後世に伝えていくことは、現代に生きる私たちの責務です。

本県沿岸市町村に甚大な被害をもたらした東日本大震災津波から2年が経過し、 「復興道

路」として位置づけられた三陸自動車道建設、集団移転地の造成、被災した道路や農用地

の復旧等、被災地住民の生活再建と向上のための種々の大規模開発事業が動き出す中、こ

れら事業に係る埋蔵文化財調査への迅速な対応が求められています。また被災地では、個

人住宅再建や企業の店舗・施設再建等、民間の開発行為にともなう埋蔵文化財調査が増加

しており、マンパワーの不足も相まって、地元教育委員会がその対応に追われる状況も生

じています。

このような情勢の中、文化財保護行政は、復興事業の推進と埋蔵文化財の保護とをいかに

して両立させていくべきかという困難な課題に直面しています。当教育委員会では文化庁

の調整の下、本年度、 10道府県から専門職員の派遣をいただいて、復興事業にともなって

生じる膨大な埋蔵文化財調査の実施や沿岸市町村の埋蔵文化財調査への支援等、対応を図

ってまいりました。復興は未だその途上にあり、今後も国・他都道府県の御支援をいただ

きながら、課題克服にあたってまいる所存であります。

『岩手県内遺跡発掘調査報告書』は、県内に所在する遺跡の周知と、開発事業との調整の

中で行った諸調査の記録提示とを目的として、平成元年度から当教育委員会が年次発刊し

てきたものです。本書には、平成23年度に実施した発掘調査、試掘及び分布調査の成果を

まとめております。本書が広く活用され、埋蔵文化財保護に役立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、調査および報告書作成にご指導とご協力をいただきました関係機

関・関係各位に厚く感謝申し上げます。

平成25年3月

岩手県教育委員会

教育長 菅 野 洋 樹
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例 日

1 本書は岩手県教育委員会が平成23年度に実施した県内遺跡発掘調査事業に係る調査成果の概要

報告である。なお、本事業は埋蔵文化財緊急調査費国庫補助の交付を受けて実施したものである。

2 本事業は岩手県教育委員会が調査主体となり、 (公財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

及び関係市町村教育委員会の協力を得て実施した。

3 遺跡位置図は国土地理院発行のl/25,000地形図を使用し、一部改変したものである。

4 発掘調査の調査区位置図、試掘調査の調査図等は各事業者から提供された工事計画図・地形図等

を原図として作成した。

5 遺跡位置図・調査区位置図等においては、遺跡範囲をアミフセ、トレンチ・調査区をシロヌキで

それぞれ示した。

6 発掘調査については調査成果の概要を記載した。なお、平成22年度報告書に掲載できなかった

谷地遺跡及び八天坂遺跡・久田II遺跡の発掘調査報告を本書に掲載した。また、当教育委員会が実

施した市町村支援についても概要を記した。

8 発掘調査の遺物実測図は遺跡別に、試掘調査の遺物実測図は一括して掲載した。また遺物観察表

は各章末に一括して掲載した。

9 遺構・遺物実測図の掲載は、遺構についてはl/40またはl/60、遺物についてはl/3縮尺を原則と

した。実測図の表現は凡例のとおりである。

10 写真図版は、紙幅の関係から主な遺構・遺物を選択して掲載した。掲載縮尺は、遺構について

は任意縮尺、遺物については実測図に概ね準じている。

Il 本事業の野外調査・室内整理および報告書作成・編集は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文

化課埋蔵文化財担当が行った。平成23年度の担当職員は次のとおりである。

文化財専門員(総括)菅常久、文化財専門員千葉正彦・半澤武彦、文化財調査員佐藤郁哉

12 本事業の調査記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が保管している。
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発掘調査

1 鳩岡崎下通遺跡(北上市)

2 土用II遺跡(二戸市)

3 子飼沢高炉跡(住田町)

4 上平Ⅲ遺跡(二戸市)

5 可能性あり①→③ (金ヶ崎町)

6 古城林遺跡(奥州市前沢区)

7 中野A遺跡(花巻市)

〔平成22年度調査遺跡〕

8 谷地遺跡(奥州市江刺区)

9 八天坂遺跡、久田II遺跡(北上市)



「 一般県道南笹闇黒沢尻線滑田地区歩道設置工事

鳩岡崎下通遺跡(ME55- 1186)

所在地:北上市場岡崎3地割地内

事業者:県南広域振興局土木部北上土木センター

調査期日:平成23年4月25日(月)̃4月27日(水)

鳩岡崎下通遺跡はJ R東北線北上駅の北西4.9鳳、黒

沢川左岸の低位段丘面に立地している。今回の調査は

県道245号の歩道設置工事に伴うものである。調査は

昨年度実施した試掘調査で遺構・遺物が検出された範

囲を対象としており、周知の遺跡範囲の西端部分にあ

たるが、一部は遺跡範囲外に延びる形である。調査地

の現況は現道北側に隣接する宅地跡である。調査地の

基本層序は、 I層:表土・盛土(層厚20̃30cm)、 第「図 鳩岡崎下通遺跡位置

II層:黒褐色土(30̃50cm。遺物を疎らに含む)、 IⅡ層:暗褐色土(10̃20cm。遺物を疎らに含む)、

IⅤ層:黄褐色粘質土(層厚不明。地山。遺構検出面)、である。

調査の結果、土坑3基と柱穴l個が検出され、土師器・須恵器が出土した。

l ・ 2号土抗は調査区西端付近で隣接する形で検出された。ともに一部が調査区外にかかるが、平

面が略円形を呈すると推測される。 1号土抗の埋土上位には焼土の薄層が形成されており、炭化物粒

を含んでいる。 3号土抗は調査区中央付近に位置し、埋土に焼土粒・炭化物粒が混入している様相が

観察された。北側が調査区外へと広がるため全体の形状は不明であるが、方形平面を呈すると推測さ

れる。埋土の様相から、焼成土抗の可能性があるものの確証は得られなかった。これらの土塊の所属

時期は、出土遺物から判断して平安時代と考えられる。柱穴はl個のみの検出である。底面で柱アタ

リと思われる段差が見られることから柱穴と認定した。周辺に組み合う柱穴は確認されなかった。遺

物は出土せず、所属時期は不明である。出土遺物は少量で、土師器・須恵器の破片が9号袋で約l/2

分出土した。主に土坑埋土から出土したものである。平安時代に属するものである。

今回の調査地は遺跡範囲の縁辺付近にあたるが、段丘縁まで遺構・遺物が存在していることが判明

した。
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I 発掘調査

遺構配置
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第3図 鳩岡崎下通遺跡検出遺構・出土遺物
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2 畑地帯総合整備事業(担い手育成型)男神・米沢・

湯田地区

土用II遺跡(JEO9- 1152)

所在地:二戸市石切所 地内

事業者:県北広域振興局農政部

二戸農林振興センター農村整備室

調査期日:平成23年8月3日(水)̃5日(金)

土用II遺跡はJ R東北新幹線二戸駅の西約l.4kmの

台地上に位置している。遺跡は上里集落西側の北東向

き緩斜面に立地し、現況では果樹林となっている。農

業用水給水管の埋設工事に係り昨年度試掘調査を実施

した結果、一部で遺構が検出されたことから、今回、

当該部分について記録保存のための発掘調査を実施し

た。調査地は遺跡中央付近の作業道部分、延長約64m、

へと傾斜している。路面は周囲の地形面より一段低く、

第4図 土用II遺跡位置

幅0.7̃0.8mの範囲で、南西から北東方向

土層堆積状況から見て旧地形を切り下げて作

られているものと思われる。調査地の層序は、 I層:表土・盛土(層厚15̃20cm)、 II層:黒褐色一

暗褐色土(30-40cm。中搬浮石微量、南部浮石少量が混入)、 Ⅲ層:褐色浮石(5→20cm。南部浮石

層。遺構検出面)、 IⅤ層:褐色粘質土(層厚不明)となっている。

調査の結果、竪穴住居跡と柱穴状ピットが検出された。竪穴住居跡は調査地中央西寄りで1棟検出

された。検出層位はIⅡ層(南部浮石層)上面である。斜面上方(西側)で壁を検出したが、下方側の

壁は確認できなかった。残存する壁高は20̃25cmである。床面はごく緩く北東方向へ傾斜する。西

壁から約3m離れた位置に80cmx25cmの焼土の広がりが検出されており、住居にともなう炉(地床

炉)と推測される。柱穴は検出されていない。埋土はII層起源の黒褐色土で、縄文土器片3点が出土

した。深鉢胴部および底部の破片で、縄文時代後期の土器と思われる。このことから、当住居は該期

に属する可能性がある。柱穴状ピットは、調査地東側のⅡI層面で4個検出された。開口部径33-6l

Cm、深さ15̃25c皿である。遺物は出土せず、所属時期は不明である。

今回の調査範囲で縄文時代と推測される遺構・遺物が確認された。調査地が狭小であることからそ

の様相は判然としないが、調査地周辺に該期集落が存在しているものと推測される。

第5図 土用ii遺跡調査区位置
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I 発掘調査

O l:300 「 0m

1号住居跡

調査区外

調査区外

「砕石・盛土 試掘トレンチ埋め戻し土
2 黒褐色土 中取浮石を少量含む。土器片出土。住居跡培土。
3 赤褐色焼土

調査区外

調査区外

調査区外

4号柱六◎
㊥ 3号柱六

◎2号柱穴

調査区外

第6図 土用=遺跡検出遺構・出土遺物

O 「.60 2m

O l:3 10αn
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3 津付ダム建設事業

子飼沢高炉跡(NF13-O143)

所在地:気仙郡住田町 地内

事業者:沿岸広域振興局土木部大船渡土木センター

津付ダム建設事務所

調査期日:平成23年8月23日(火)̃26日(金)

子飼沢高炉跡は住田町役場の西Il.5鳳、大俣川左

岸に面する山稜に立地する。種山高原から発して山間

を蛇行しつつ束流する大股川は遺跡付近でクランク状

に屈曲してその周辺に狭隆な氾濫低地を形成している

が、それに接する南向き山稜斜面に当遺跡が所在して

いる。斜面は一部段々に造成されて開田されたようだ

が、現況では放棄されて山林となっている。住田町内

には当遺跡同様の製鉄関連遺跡が複数所在しており、

第7図 子飼沢高炉跡位置

当遺跡西側の大股川対岸の緩斜面には子飼沢

I ・ II遺跡、西北西2.6鳳の大股川上流には県指定史跡・栗木鉄山跡がある。今回の調査はダム建設

に伴う道路改築工事に係るもので、平成22年度に実施した試掘調査において遺構が検出された範囲

について実施したものである。調査地は遺跡の北東端付近にあたる。

調査地の堆積土の層序は、 I層:表土(層厚15̃20cm。腐植土)、 II層:黒褐色土(20̃50cm。

小礫を多く含む)、 Ⅱ量層:黄橙色粘土(20̃30cm。地山。亜角礫を含む。遺構検出面)、 IⅤ層:淡黄

色砂質土(層厚不明。地山。粘板岩破砕礫を多量に含む)である。

調査地は緩やかな南向き斜面であるが、調査の結果、斜面下方側は傾斜がきつい急斜面となる状況

が確認された。この部分では遺構は検出されなかった。一方、斜面上部の平場状の部分において、中

央付近でl号土抗、西側で2号土抗を検出した。 2基ともに平面形は隅丸方形、断面形は台形状を呈

しており、形状・規模が似通っている。規模はそれぞれ、 l号土坑:開口部長軸2.2mx短軸0.9m、

第8図 子飼沢高炉跡調査区
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I 発掘調査

深さ0.4へ0.8m、 2号土坑:長軸2.lmx短軸l.lm、深さ0.7̃0.9mである。埋土は、 l号土抗では

黒̃黒褐色土が主体、 2号土抗は汚れた暗褐色土という差異はあるが、ともに中̃下位に壁の崩落に

よる地山土が多量に見られる。遺物は全く出土しなかった。当土抗の用途は明確ではないが、埋土中

に炭化物粒が多量に見られ、壁の一部で被熱による赤変が僅かに認められることから考えれば、ごく

短期間使われた炭窯跡と推測される。また、所属時期については近世以降のものと思われるが、判断

材料を欠くためその詳細は不明である。

調査の結果、比較的緩やかな傾斜面に炭窯が設けられていたことが判明したが、その他の遺構・遺

物は一切確認されなかった。当該炭窯は製鉄に関連する可能性はあるが、今回の調査結果のみからは

判断できない。

∴

2号土坑///\

/′

/イ/

//

/:勲
◇ //

(急剛’

〇 十200 「 0m

∃∃∃∃∃醒∃

1黒褐色シルト 炭化物粒、小標20%含む

2 黒褐色砂質シルト 炭化物粒、小瞭1与%含む

3 黄燈色粘土(地山崩壊土)

D

C L二365.400m D

「暗褐色砂質シルト 炭化物粒、小礫1う%含む

黄橙色粘土ブロックが縞状に混入
2 淡黄色シルト(地山崩壊土)

第9図 子飼沢高炉跡遺構配置・検出遺構
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4 畑地帯総合整備事業(担い手育成型)男神・米沢・

湯田地区

上平Ⅲ遺跡(IE99-2218)

所在地:二戸市米沢地内ほか

事業者:県北広域振興局農政部

二戸農林振興センター農村整備室

調査期日:平成23年9月26日(月)→28日(水)

上平Ⅲ遺跡はI GRいわて銀河鉄道斗米駅の南約

600mの丘陵上に立地している。周辺には周知の包蔵

地が多く存在しており、東側には下村遺跡、南側には

上平IⅤ遺跡が隣接している。遺跡の大部分が果樹林と

なっている。米沢地区の農業用水給水管埋設工事に係

り平成22年度に試掘調査を実施した結果、一部で遺構 第「0図 上平iiI遺跡位置

が検出されたことから、当該部分について語録保存の

ための発掘調査を実施した。調査地は遺跡範囲の南寄り、丘陵頂部の平坦面にあたり、市道に接続す

る作業道である。この作業道は周囲の地形と比べて殆ど段差なく、大きな地形改変を被っていないと

考えられる。調査地の層序は、 I層:砕石・盛土(層厚30へ60cm)、 II層:黒色土(20→130cm)、

III層:暗褐色土〔20̃30cm。黄褐色バミス粒(車扱火山灰)を含む〕、 IV層:暗褐色土(20-60cm)、

V層:黄褐色浮石(15̃40cm。南部浮石の純層)、 VI層:にぷい黄褐色粘質土(20̃50cm。浮石を

含む)、 Ⅶ層:明黄褐色粘質土(層厚不明。八戸火山灰)である。

調査の結果、調査地北東隅付近において試掘調査で検出されていた土塊を確認したが、その他の遺

構は検出されなかった。調査地の南西側は地山が落ち込んで埋没沢状の低みとなっていた。土抗は

調査区外へと続いており、調査したのは南側の一部である。当初、 1基のみと考えて精査したが、埋

土断面を検討したところ、埋土の土層に不整合な面があることがわかり、土坑2基が重複している可

能性が高いと判断した。西側のもの(l号土坑)が新しく、東側のもの(2号土塊)が古い。 l号土

抗は、前述の事情から束側壁を把握できず、また壁上部を試掘時のトレンチにより失っているが、

断面を参照すれば開口部径l.4m、深さ0.9mである。平面形は円形ないしは楕円形を呈すると思われ

る。底面はVI層面に達している。埋土は主に東側から流入している。断面では東壁の立ち上がりが不

明瞭となっているが、埋没過程で崩れたためと推測される。明確ではないが壁が内脅して立ち上が

る、いわゆるフラスコピットだった可能性がある。一方、 2号土抗は西側を1号土抗に切られており、

全体形状が不明確である。底面はl号土抗よりも浅く、 V層の浮石面である。確認できる範囲では、

開口部径l・Om以上、深さ0.6mである。いずれの土坑からも遺物は出土しなかった。時期判断の根拠

去手写∴‡㍉ふ.・●;●÷ : 、・●∴●∴章二:辛∵’.上:∴・高

二三三三三
第「「図 上平i‖遺跡調査区
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に乏しいが、形態からみ

て縄文時代に属する土抗

と推測される。なお、出

土遺物は調査地南西側の

埋没沢状の落込み部分か

ら縄文土器片・石器が少

量出土したのみである。

出土層位はII層である。



I 発掘調査

遺構配置

一三∴∴
「 ・40 2m

A-B

l 表土(埋め戻し土)

(1号土坑)

2 黒色土 澤石を少量含む
3 黒褐色土
4 黒褐色土 しまり密

5 黒色土
6 暗褐色土 黄褐色浮石を多量に含む

(2号土坑)

7 黒褐色土
8 暗褐色土 細粒の洋右を全体に含む
9 黒褐色土 黄褐色浮石を少塾含む
10 黒褐色土 浮石を多量に含む

子
吉

l
\
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′
子
!
/
(
I
l
\
\

第「2図 上平川遺跡検出遺構・出土遺物
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5 経営体育成基盤整備事業

和賀中部六原地区

可能性あり①一③

所在地:胆沢郡金ヶ崎町六原地内

事業者:県南広域振興局農政部

農村整備室

調査期日:平成23年10月Il日(火)

-14日(金)

調査地は金ヶ崎町北部の六原地

区、東北自動車道金ヶ崎IC南西側の

水田地帯に位置する3地点である。

これらは周知の埋蔵文化財包蔵地で

はないが、六原地区のほ場整備工事 第「3図 調査地位置

に係り平成22年度に実施した試掘調

査の結果を承けて、発掘調査を実施したものである。現況は各地点ともに水田である。

この地域は現況では高低差が少ない広大な水田地帯であるが、昭和30年代に大規模な開田が行わ

れており、現況地形は大幅な地形改変による人工的なものである。今回の調査地でも、水田耕作土

(厚さ20cm内外)の直下が黄褐色粘質土層となり、著しく削られていた。 3地点のうち、 「可能性あ

り②」で溝跡3条(l→3号溝)、 「可能性あり③」で同2条(4 ・ 5号溝)、合わせて5条の溝跡を

検出した。 1号溝と2号溝は西側がほぼ重複しており、東側で分岐して1号溝は北東、 2号溝は東へ

とそれぞれ延びている。同時期の連結する溝とも思われたが、分岐点付近の埋土断面を見ると、不明

瞭ではあるが時期差があり、 2号溝が新しいものと判断される。 3号溝は南北方向に延び、重複する

溝は無い。 4号溝は南端付近が緩く西へ曲がり、 J字形を呈する。 5号溝は東西方向へ直線的に延び

ている。いずれの溝からも遺物は出土しなかった。また、周辺からの遺物出土もなかった。

これらの溝跡については、出土遺物を欠き、形態や埋土の様相等を考えて合わせても時期判断の根

拠が乏しい。周辺が地山面まで削平されており、層位的な面からの時期推定も困難な状況であり、所

属時期不明と判断せざるを得ない。かつてのは場整備前の水田にともなう水路跡である可能性も考え

られる。これらのことから、これらの溝については、調査結果を踏まえ、積極的に遺構とは認定し難

いと判断した。なお「可能性あり①」では遺構・遺物ともに確認されなかった。
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I 発掘調査
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6 経営体育成基盤整備事業古城2期地区

古城林道跡(しE47- 1169)

所在地:奥州市前沢区古城 地内

事業者:県南広域振興局農政部農村整備室

調査期日:平成23年Il月l日(火)へ2日(水)

平成24年2月29日(水)̃3月l日(木)

古城林遺跡はJ R東北線陸中折居駅の南東約l.3鳳、

北上川右岸の中位段丘面上に立地している。古城地区

のほ場整備工事に係り実施したものである。

調査対象は、田区465南端部の水田面(北調査区)

および田区443-1のリンゴ畑跡地の南端部分(南調査

区)、および田区432南西縁辺隣接部分(東調査区)で

ある。

北調査区は農道北側に隣接する現水田面である。精
第「5図 古城林遺跡位置

査の結果、曲面はほぼ全面が削平されており、溝跡1条(1号溝)が検出されたのみであった。 l号

溝は削平されており、痕跡程度しか残存していない。確認したのが底面付近のみであるため、規模・

形状等の詳細は不明で、時期も不明である。当調査区から出土した遺物はない。

南調査区はリンゴ畑として利用されていた微高地の南に張り出す先端部分である。この微高地面に

は、試掘調査において埋土に土師器片を含む柱穴群が確認されている。堆積土層は、 I層:耕作土

(20-40cm)、 II層:黄褐色土(層厚不明。地山)という層序となっており、北と同様に削平されて
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ー12-



I 発掘調査

いる。調査の結果、 II層上面で柱穴12個が検出された。柱穴群は西側で8個、東側で4個、それぞ

れまとまった形で検出されており何らかの建物を構成している可能性があるものの、調査範囲が狭小

であるためその配置を明確に捉えることはできなかった。深さは9へ50cmとバラつきがある。柱痕は

ppl.2.8.9. 1l. 12の6個で見られたが、その他の柱穴では明確ではなかった。柱穴の埋土から

土師器小片が数点出土しており、平安時代に属する可能性がある。

束調査区は現水田南辺の畔道部分で、農業用水パイプラインが設置予定であることから、その部分

についてトレンチ調査を行って遺構・遺物の有無を確認した。結果、表土下で自然堆積と思われる

暗褐色土が最大20cmの厚みで確認されたが、同層から遺物は出土しなかった。地山面で遺構確認を

行ったが、検出されなかった。

調査の結果、南調査区において平安時代のものと推測される柱穴群が確認された。遺構は北側隣接

地部分に、より高密度に存在していると推測される(当該部分については平成24年度、県埋蔵文化

財センターにより発掘調査実施済)。

北調査区

参考書∋ 「号溝

や

調査区外

l:200 10m

南調査区

A-B

l 黒色土 しまり密 酸化鉄ブロックを含む

l :40 2m

柱穴番号の( )内は深さを示す(単位血) 〈 )粒アタリ

第「7図 古城林遺跡検出遺構

O l :60 2m
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7 やさわの園整備事業

中野A遺跡(NF62- 1157)

所在地:花巻市高松第7地割地内

事業者:岩手県保健福祉部陸がい保健福祉課

調査期日:平成24年3月12日(月)へ14日(水)

中野A遺跡は花巻市役所の西約3.9血、猿ケ石川の右

岸段丘上に立地している。今回の発掘調査は、岩手県

立やさわの園施設改築に係り、 22年10月に実施した試

掘調査で埋蔵文化財が確認されたことから、建物建設

部分について行ったものである。調査地は建物敷地内

で運動場として利用されていた部分で、ごく緩やかに

南へと傾斜している。

試掘調査で溝および土抗と推測されるプランが検出
第「8図 中野A遺跡位置

されている調査地南西側については、試掘時のトレン

チT lを面的に広げて精査を行った。その結果、試掘調査で検出された溝跡は、幅70cmで深さ30̃

50cmに直掘りされており、小型のバックホウによる掘削痕と思われる。この溝は東西方向に直線的

に続いており、また同様の溝が等間隔(約l.4m)で8条配置されている状況が確認された。溝はい

ずれも盛土層に被覆されており、造成前に掘られたものである。性格は不明であるが、耕作にともな

う暗渠的なものとも考えられる。また土塊と推測されたものも、精査の結果、埋土に土器片が含まれ

るものの金属製品等も出土したことから、後世の撹乱と判断された。その他の調査範囲については、

トレンチを設定して土層確認したところ、南辺部分を除いて削平されていることが確認された。南辺

部分には自然堆積の黒色土層が残存していたが、遺物は含まれていなかった。地山面で遺構確認した

が、検出されなかった。

遺物は9号ビニール袋でl袋分の縄文土器破片が、主に調査地西側の撹乱部分の埋土から出土し

第「9図 中野A遺跡調査区

14
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8 稲瀬地区堤防質的整備事業

谷地遺跡(ME86-2137)

所在地:奥州市江刺区稲瀬字谷地地内

事業者:国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日:平成23年l月Il目(火)̃2月l日(火)

谷地遺跡は奥州市役所の北方向約9.Okmに位置し、北

上川左岸に形成された自然堤防上に立地している。当

遺跡の東側の丘陵には、当地方の代表的な須恵器生産

地である瀬谷子窯跡群が所在している。

今回の工事は北上川築堤工事に伴うもので、堤防拡

幅工事予定箇所が対象であり、平成22年に実施した試

掘調査で埋蔵文化財が確認された範囲を対象とした。
第2「図 谷地遺跡位置

調査地の現況は、主に宅地・水田・畑地である。なお

諸般の事情により調査を冬季に実施せざるを得ず、かつ調査期間を通じて天候が悪く断続的に降雪が

続き、厳しい条件下での発掘調査だったことは否めなかった。

遺構:古代の竪穴住居跡l棟、土坑2基、溝跡5条、柱穴状土抗が検出された。

竪穴住居跡( l号住居跡)は調査区南東端付近で検出された。南西部分が調査区外に延びるため、

全体の形状は確認できなかったが、約5m四方の隅丸方形を呈するものと推測される。住居の主軸は

北東一南西をとり、北東壁のやや南寄りにカマドが設けられている。カマド側壁は確認できなかった

が、側壁が想定される部分で礫が確認され、カマド内および周辺で土師器窪の破片が多数出土した状

況から、礫や土師器片をカマド芯材としていたと推測される。ただし土師器片はまとまって出土し

たという訳ではなく、散在する形だったことから、住居廃絶の際にカマドが破壊された可能性が窺

われる。またカマド燃焼部奥側で小型の土師器聾が伏せた形で出土しており、カマド支脚に転用さ

れていたものと思われる。煙道は、カマドから僅かに北側へ弧を描きながら北東へと延びている。

煙道の長さは約I mである。北東および南東の壁は床面から緩やかに外傾し、北西壁は床面から急

ー16-
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I 発掘調査

角度で立ち上がり直立ぎみになっている。床面は

踏みしめにより締り、貼床はなされていない。床

面では土坑5基(pitl-5)、柱穴l個(ppl)

が検出された。土抗の埋土から多量の遺物が出土

した。柱穴は1個で、組み合う柱穴は確認できな

かった。当住居の埋土は暗褐色土を主体とし、埋

土上位(l ・ 2層)には黄褐色の地山ブロック、

壁際(4・5層)では焼土ブロック・炭化物が少

量含まれる。埋土中からは多量の遺物が出土して

おり、その総量は40pコンテナ3箱分である。出

土遺物の大部分を平安時代の土師器・須恵器が占

めており、埋土下位から床面直上で完形・準完形

の須恵器が出土したことは特筆される。土師器・

須恵器の出土集中箇所は、概ね7ブロックに分か

れている(第25図)。カマド周辺の廃棄ブロック②

へ⑤では、須恵器杯・窪が出土している出土位置

がカマドやカマド脇の貯蔵穴(pitl .2.5)

付近であることから、それらについては当住居に

ともなうものが含まれると考えられる。一方、 pit

3 ・ 4周辺の床面北寄りにあたる廃棄ブロック①

では須恵器大藷が複数個体まとまって出土し、ブ

ロック⑥・⑦ではほぼ完形の須恵器杯・壷・鉢等

が出土した。これらの須恵器は本来当住居にとも

なうものというよりも、住居廃絶後の埋没過程で

混入したものと解される。出土した須恵器は、完

形のものであっても器形に歪みをもつ個体や器表

面に亀裂ある個体が見られる。当然、多数の須恵

器が自然に混入した訳はなく、これらの須恵器は

人為的に投棄されたと推測される。このことは、

当遺跡に近接する瀬谷子窯跡群との関連性を示唆

している。なお、床面中央部および南東壁西側で

外部から持ち込まれたと思われる白色粘土塊が確

認されており、当住居が土器づくり工房的な施設

だった可能性もあるが、調査範囲内の床面ではロ

クロ設置痕(いわゆるロクロピット)は確認でき

なかった。当住居の埋土からの出土遺物は、土師

器(23へ59) ・須恵器(60へ95)、石鍛(96)、土

製品(97へ99)、石製品(102)、刀子(103)があ

る。このうち、石鎌は時代が異なり、埋没過程で

混入したものと思われる。床面直上で出土した多

ー17-
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A-B C-D

l 暗褐色土 粘性なし 畑山フロック、炭化物粒1%含む
2 暗褐色土 粘性なし 地山フロック、焼土粒1%含む
3 極暗褐色土 粘性なし 炭化物粒ごく僅かに含む
4 褐色土 焼土ブロック1%含む
5 極暗褐色土 焼土ブロック2%、炭化物粒う%、

亡-F

l 暗褐色土 粘性なし 的山ブロック1%、炭化物粒1%含む
2 暗褐色土 粘性なし 地山フロック1%、焼土粒1%含む
う 撞暗褐色土 粘性なし 炭化物粒ごく僅かに含む
4 褐色土 焼土フロック1%含む
5 極暗褐色土 焼土ブロック2%、炭化物粒3%、地山ブロック1%含む

土師器・須恵器片か混入 ガマド煙道那覇藩士か
6 暗褐色土 土器片が昆入 力マド天井部崩落土か
7 褐色土 焼土粒・炭化物粒1%含む
8 暗褐色土 焼土粒1%含む
9 焼土 弱い被熱

0 士40 2m

第24図 谷地遺跡検出遺構(「)



I 発掘調査
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量の土師器・須恵器の特徴から、住居の廃絶時期は概ね9世紀前半と推測される。

溝跡は5条検出された(1→5号溝)。そのうち、 1号溝と3号溝は開口部幅0.9-lm、深さ50

Cm、断面形が逆台形を呈しており、規模及び形状が似通っている。この溝2条は直交する形で位置し

ており、し字形に屈曲する同一の溝跡である可能性が高いと推測される。この溝の区画内には大径の

柱穴が見られる。埋土からは石器が出土しているが、埋没時の混入と思われる。 2条ともに所属時期

は不明であるが、中世→近世の環濠屋敷の堀跡である可能性が考えられる。 2 ・ 4号溝は断面形U字

形で深さ20̃30cmを測り、 5号溝は痕跡程度のごく浅い溝である。これら3条も前述の1 ・ 3号溝

とほぼ並行ないし直交する軸方向をとっており、それらと関連する溝と思われる。

土塊は2基検出された。 l号土抗は調査区北西側で検出された皿状の土抗で、底面で馬の歯と思わ

れる獣骨が出土した。墓損と推測されるが、時期不明である。 2号土抗は平面形が楕円形基調で深さ

50cm程の土塊であるが、西側が調査区外にあるため詳細不明である。また、 5号溝以南で柱穴30個

を検出したが、建物として把握できたものはない。

なお、既設堤防の北上川側についても工事範囲に含まれるため、表土を除去し精査を行った。南東

から中央部では表土下で黄褐色土の地山となり、遺構は確認されなかった。一方、北西側では、堤防

東側と同様、地山が落込んで洪水堆積層と推測される砂質土層により被覆されており、砂質土層中か

ら弥生土器が疎らに出土している。

遺物:土器(弥生土器・土師器・須恵器)、石器、土製品、石製品、鉄製品が出土している。主体

はl号住居跡の埋土から出土した須恵器で、その多くは前述のとおり投棄されたものと捉えられる。

なお、出土した土師器・須恵器には、土師器なのか、焼成が不充分で未還元の須恵器なのか判然とし

ないものが多かった。それらについては器形や調整技法等からそれらを焼成不良の須恵器と判断し、

便宜的に須恵器として扱うこととしたが、その結果として土師器に分類されたものは護の一部のみの

少数に止まった。

土師器は2点図化した(23・24)。 l号住居跡のカマドおよび煙道部から出土した小型の蓬で、ロ

クロ成形されており、底部切り離しは回転糸切、無調整である。口緑部は短く外反し、口唇部付近で

「く」字形に屈曲・内沓している。

須恵器(25→82)には、杯・鉢・壷・聾・蓋があり、いずれも1号住居跡から出土したものであ

る。胎土にはの3̃4mm程の小石が混じっている。杯(25̃53)は、底部から直線的に立ち上がるも

のが多く、口縁部には殆ど屈曲は見られない。底部切り離しは回転糸切で無調整である。ヘラ切りの

ものは見られない。器形に歪みを生じているもの(29・34・39・48)、器表面に亀裂や凹みが生じ

ているもの(30・38・46・52)、焼成不良で十分に還元されていないもの(25・26・3l・32・36・

37.40→42.44.45.47.53)が見られる。口径は12へ18cm、 14へ15cmのものが主である。底径

は5̃6cmが殆どであるが、 7cm以上のものが少数ある。器高は3cm以下のものや7cmを超えるものが

あってばらつきある。平均は概ね5c皿である。全体の器形をみると、やや底径が小さい印象を受ける

ものが目立つ。鉢は2点ある(54・55)。 54は、ほぼ完形の個体でpit2埋土から出土した。体部下

半の器表面には焼成時に生じたと思われる亀裂が見られる。 55は煙道部で出土した。口縁部に著し

い歪みを生じている。ともに体部はカキメ、後にケズl)調整されている。口緑部はともに短く外反し

た後、内脅して突帯状となる。壷(56→60)は、全体の器形を把握できる4点(56へ59)は短頸壷

である。いずれも器形に歪みが生じており、特に56は口縁が著しく歪んでいる。 57は焼成不良で、

器表面の半分が還元されていない。体部外面はカキメ、ヘラケズリ調整されている。 60は底部のみ

で明確ではないが、底部に高台が付いて上げ底となっており、長頸壷と思われる。底部には蓮弁状の

ー20-



I 発掘調査

再調整痕が見られる。蓋(81)はl点のみで、頂部に把手状の突起が付く。 l/2程度しか復元できな

かったため全体の形状は不明であるが、著しい歪みを生じている。蛮(89̃95)は口縁部が短くか

つ強く屈曲するもので、口唇部が突帯状となっている。器表面が白っぽく、質感もやや軟質な印象を

受けるものばかりである。前述のとおり土師器とすべきか迷ったが、器面調整はカキメ、ヘラケズl)

であり、須恵器的なものと考えたものである。大窪(79̃82)は、胴部破片の82を除く3点がl号

住居跡の廃棄ブロック①で出土した。体部は内外面タタキメが見られ、 85 ・87の内面上部の当て具

痕は青海渡文である。口縁部は肥厚して強く外反し、口唇部が突帯状となる。これらの須恵器の年代

については、杯の底径がやや小さいものが多いことから、 9世紀前半代にあたるものと推測される。

弥生土器(96へ99)は、調査地北側の砂質土(洪水堆積層)から疎らに出土している。 96・97の

浅鉢口縁部には、重畳する変形工字文が施される。 96は波状口縁で、波頂部は二又となる。欠損に

より定かではないが、波頂部は5単位と推測される。弥生時代前期に位置付けられるものと思われ

る。当遺跡が所在する奥州市江刺区の北側に隣接する北上市では、北上川沿いの自然堤防上に縄文時

代晩期一弥生時代前期の遺跡が所在していることが知られており、金附遺跡や千苅遺跡・中村遺跡等

で該期土器が出土している。今回調査では遺構は確認されなかったが、当遺跡の周辺にも縄文時代晩

期未から弥生時代の集落跡が所在している可能性が高いと思われる。

石器は、石鍛(83・94)、削器(93)、石斧(91)、敲磨器(92・95)である。石鎌のうち、 96は

基部両側に挟りが入るいわゆる「アメリカ式石鍛」であり、弥生時代に特有の石器である。 91は磨

製石斧の末成品と思われる。製作工程で欠損したものか。これらの石器の所属時期については、 96

を除いて判然としないが、出土土器を考慮すれば弥生時代に属するものと推測される。

土製品は3点出土した。 84は管状の土製品で、土錘である。 85・86は土鈴状の土製品で、手づく

ねで雑に整形されているが、用途不明である。 87・88は用途不明の焼成粘土塊である。また石製品

102は、垂節と思われる板状石製品である。長軸の一端に貫通孔l個が穿たれている。鉄製品は刀子

(90)のみである。土製品・石製品ともにl号住居跡の埋土から出土しており、平安時代に属する

可能性がある。

調査の結果、当遺跡は平安時代(9世紀前半代)の集落跡かつ弥生時代の遺物散布地であることが

判明した。 l号住居跡において多量に出土した須恵器は、瀬谷子窯跡群から供給されたものと推測さ

れ、当遺跡が窯跡群に関連する遺跡であることを示唆している。今回調査は既設堤防沿いの狭い範囲

に限られたものであり、今回の調査成果では不明な点も多く、断定できないところではあるが、出土

した須恵器の多くに歪みや亀裂等が見られることから、瀬谷子窯で生産され出荷の際に除外された蝦

庇ある個体だったとも考えられる。
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1号土抗

調査区外

H

O l:40 lm

C-D

l 黒褐色土 炭化物粒を含む
Z 暗褐色土 暗褐色フロック疎らに含む
3 黒褐色土
4 暗褐色土
5 暗褐色土 黄褐色フロック多く含む

A-B

「黒褐色土 炭化物粒、黄褐色ブロック微量含む
2 暗褐色土 黄褐色ブロック少量含む
う 暗褐色土

膿∴

●l

掘り過ぎ

第26図 谷地遺跡検出遺構(3)

E-F

「黒褐色土 炭化物粒徴遥含む。
土器片混入

2 黒褐色土 黄褐色ブロック含む

l:「00 5m

O 「:40 2m



I 発掘調査

l:1○○ 5m

O l:40 2m
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C-D

l にぷい黄褐色土

黄褐色ブロックを少量含む

第27図 谷地遺跡検出遺構(4)
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第30図 谷地遺跡出土遺物(3)
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第32図 谷地遺跡出土遺物(5)
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第34図 谷地遺跡出土遺物(7)

O l:6 20 cm
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⊂〕

(83 ・ 89)

第35図 谷地遺跡出土遺物(8)
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第36図 谷地遺跡出土遺物(9)
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9 経営体育成基盤整備事業和賀中部第4地区

八天坂遺跡(ME74 -0252)

久田II遺跡(ME74-0207)

所在地:北上市和賀町岩崎久田地内

事業者:県南広域振興局農政部

北上農村整備センター

調査期日:平成23年2月7日(月)̃2月18日(金)

平成23年2月28日(月)一3月3日(木)

八天坂遺跡と久田II遺跡は、北上市役所の西南西約

6.6鳳に位置し、台地の縁辺部に立地している。今回の

調査はパイプライン敷設工事に伴うもので、工事予定

範囲のうち試掘調査で埋蔵文化財が確認された区域を

対象とした。なお調査地はl号土坑付近を境として久
第38図 八天坂遺跡・久田il遺跡位置

田II遺跡と八天坂遺跡に分かれるが、検出された遺

構・遺物の年代が共通しており、調査区が幅狭い線的なものであることから、一括して報告する。

調査の結果、古代の竪穴住居跡7棟、土坑14基、溝跡5条、柱穴8個が検出された。

竪穴住居跡は束調査区で6棟(l→6号住居跡)、西調査区でl棟(7号住居跡)が検出された。

平安時代に属するものと思われる。調査区の堆積土層は、上部に0.6-2mの盛土(I層)が載り、

その下位に黒一黒褐色の自然堆積層(II層)が見られるが、部分的である。 III層が黄褐色粘土の地山

層となる。遺構はII層面から掘り込まれていると推測されるが、同層では面的な把握が難しく、断面

でも掘り込みが判然としない。結果的にIⅡ層面で遺構検出している。調査区が幅狭い線状であるた

め、いずれも全体は把握できず、規模の詳細は不明である。 l ・ 2号住居跡は束調査区の東側、久田

II遺跡の範囲に含まれている。 2棟ともに北東一南西の主軸をとるものと推測され、北東壁に設置さ

れたカマドが部分的に確認されている。いずれもカマドの北側袖(側壁)の芯材と思われる礫が検出

されているが、大部分が調査区外にあり詳細は不明である。 l号住居跡の床面には土塊状の掘り込み

八禾塀澄跡

) 束調査区
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l : 5○○ 250m

第39図 八天坂遺跡・久田Ii遺跡調査区
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が複数見られる。主柱穴と思われるものは確認できなかった。カマド付近から土師器片が多量に出土

している。 2号住居跡でも同様に、カマド北脇で掘り込み1箇所が確認された。これらの掘り込み

は、柱穴というよりも土塊的な様相を示しており、貯蔵穴の可能性がある。 3-6号住居跡は東調査

区の中央から西側に位置する。八天坂遺跡の範囲に含まれる。 3号住居跡は北東一南西の主軸をとる

と思われ、試掘調査時のトレンチにより北東壁を喪失している。規模は不明であるが、床面の状態か

ら一辺4m程度の方形を呈すると推測される。床面では土坑状の掘り込み4箇所が確認された。カマ

ドは検出されなかった。 4号住居跡も、北東壁際には小土抗が3基検出されている。南西壁が確認で

きず、詳細な規模は不明である。 5号住居跡は南西隅付近を検出した。壁際に皿状の掘り込み1基、

南西隅に柱穴状の中土坑l個が検出されている。 6号住居跡は住居南壁を確認し、カマドの火床部と

煙道の一部を検出した。カマド火床部は被熱により赤変して焼土化している。両側壁部分には芯材と

思われる礫が見られる。 7号住居跡はごく一部分を検出したのみで、詳細不明である。 6号住居跡を

除く5棟では、床面に貼床(厚さ5̃20cm)がなされている。住居跡の埋土からは、土師器の杯・

饗、須恵器の杯・大窪が出土している。そのうち6号住居跡では、ロクロ不使用の杯(132)が出土

している。ただ、同住居跡からはロクロ使用の璽(133)も出土しているため、住居の時期判断につ

いては検討を要する。また3 ・ 7号住居跡は時期判断できる遺物を欠くため、所属時期は不明であ

る。その他の4棟については、出土土器の特徴からみて、概ね9世紀後半期に属すると推測される。

土抗は、東調査区で4基(1→4号土坑)、西調査区で10基(5→14号土坑)が検出された。土塊

はその形態から、 ①底部付近が膨らむ袋状のもの、 ②円筒形のもの、 ③底部に向かって逆円錐形に窄

まるもの、④その他のもの、に分類可能である。①は9・ll・13号土抗、②は2・3・7・号土

抗、 ③は8号土坑が該当する。 ①についてはいわゆるフラスコピットに相当し、貯蔵穴であると思わ

れる。今回は埋土や底面で遺物は確認されなかった。類例から縄文時代のものと推測される。 ②・③

については時期特定ができないが、縄文時代̃古代に比定ざれると思われる。 ④については、 1 ・

4 ・ 10号土塊から土師器・須恵器の杯が出土しており、遺構所属時期は平安時代(9世紀前半期)

と推測される。 l ・ 2号土塊は形態が異なるものの、ともに埋土に多量の焼土が混入しており、土器

焼成遺構だった可能性がある。また、 14号土塊は径3m程の楕円形基調の土抗で西側が浅く段差

をなし、東側は深さIm程と深い。羽口の破片(142)が出土しており、製鉄関連遺構の可能性があ

る。

溝は、東調査区で2条(1 ・ 2号溝)、西調査区で3条(3-5号溝)を検出した。 1 ・ 2号溝は、

1・3mの間隔をもって北西一南東方向に並行して延びており、ともに断面形が箱形を呈している。

幅・深さに違いはあるが、方向や形状の相似から、関連する溝と推測される。 3 ・ 4号溝も北東一南

西のほぼ同方向に延びる溝で規模が似通っている。幅40̃60cm、深さ15-25c皿である。これらの

溝からの出土遺物はないため、時期は特定できない。柱穴は疎らで調査区の狭さもあって、その性

格は明らかではない。

出土遺物は土器類(土師器・須恵器)、土製品、石製品、鉄製品があり、主体は土師器である。

土師器の杯(100→107.120.122.123.127.128.132.135→138.140)は、回転糸切・

無調整、内面調整はロクロ痕のみで黒色処理されないものが多い。ロクロ使用の声和ま、口径13→15

Cm、底径4̃6cm、器高3.5へ5.5cmである。饗は口緑が短く外反し、口唇部で「く」字に屈曲するも

のが多い。 108. 109はロクロ成形された小型のものである。 130. 131は鍔付の護で、いわゆる「羽

釜」である(同一個体か)。須恵器は個体数が少なく、杯(139・141)、鉢(121)、大窪(125)が

ある。
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土製品はl点のみで、前述の14号土坑出土のフイゴの羽口(142)である。石製品は4号住居跡出

土の砥石(126)、鉄製品はl号住居跡出土の刀子(l18. 119)がある。

出土遺物のうち、土師器はいわゆる「あかやき土器」 ・ 「須恵系土器」と呼称されるものに相当する

ものと思われる。杯は器高が低く、底径が大きいものが主で、須恵器がごく少ないことから考えて、

各遺構において時間差があるとは思われるが、土器の所属時期は概ね9世紀後半代に比定されるもの

であろう。なお、前述の132の杯については古い様相を示しており、共伴土器からみて混入の可能性

を考慮するべきかもしれない。

以上、今回の調査区については、平安時代(9世紀後半代)の集落跡および縄文時代の狩場跡であ

り、とりわけ平安時代の集落跡は二つの遺跡に亘って連続していることが確認された。調査区が狭隆

なことから不明確ではあるが、概ね東側の久田II遺跡側には竪穴住居、西側の八天坂遺跡側は土坑・

溝が分布している傾向が認められる。
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東調査区

第4「図 八天坂遺跡・久田=遺跡 遺構配置図(2)東調査区
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第42図 八天坂遺跡・久田Ii遺跡 遺構配置図(3)西調査区

39



第43図 八天板遺跡・久田=遺跡 遺構配置図(4)西調査区
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I 発掘調査

」=1 22.800m B

7 6

1盛土(I層)

2 黒褐色土(ii層)

3 黒褐色土
4 黒褐色土 黄褐色土ブロック15%含む

5 暗赤褐色焼土 ガマド天井部崩落土
6 にぷい黄褐色土 炭化物粒1%含む
7 暗赤褐色焼土 カマド崩落土
8 赤褐色焼土 カマド燃焼部
9 褐色土 煙土ブロック7%含む

「0 黒褐色土 煙土粒7%含む

しこ1 2l.4○○m

1盛土(i層)

2 黒褐色土(iI層)

う 極暗褐色土 粘性なし 炭化物粒ごく僅かに含む
4 褐色土 焼土ブロック1%含む
5 極暗褐色土 煙土ブロック之%、炭化物粒う%、

O l :60 2m

L=1 23.200m D

1盛土(I層)

2 黒褐色土(iI層)

3 黒褐色土 地山繭壌土5%含む
4 褐色土 しまりあり(貼床)

L=1 23.OOOm H

1盛土(i層)

2 黒褐色土(=層)

3 黒褐色土 黄褐色ブロック15%含む

4 黒褐色土 煙土粒う0%含む

与 黄褐色土と焼土の混合
6 暗褐色土 焼土粒20%含む

7 黒褐色土 焼土粒10%含む

8 黒褐色土 黄褐色ブロック3%含む

9 黒褐色土・焼土粒・黄褐色土の混合
10 黄褐色土 黒褐色土う0%含む(貼床)

11黄褐色土 黒褐色土10%含む(貼床)

第44図 八天坂遺跡・久田=遺跡検出遺構(「)
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C L=123.2OOm D

黄褐色ブロック5%含む

黄褐色ブロック15%含む

1盛土(i届)

2 黒褐色土 黄褐色ブロック5%

3 黒褐色土 黄褐色ブロックl%
4 明黄褐色土と焼土粒の混合
5 黒褐色土とI褐色土の混合(貼床)

1盛土(I層)

2 黒褐色土 黄褐色ブロック20%、焼土粒1%含む

う 黒褐色土 黄褐色ブロック10%含む
4 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む

5 暗赤褐色焼土 黄褐色ブロック1%含む

1盛土(i層)
2 黒色土(ii層)

3 黒褐色土
4 暗褐色土
5 黒褐色土と暗褐色土の互届

第45図 八天坂遺跡・久田Ii遺跡検出遺構(2)

l 盛土(I層)

2 黒色土(Ii層)

3 黒褐色土 黄褐色ブロック30%含む
4 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む
与 黒褐色土 黄褐色ブロック微畳含む
6 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む
7 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む
8 黒色土 黄褐色ブロック微量含む

0 1 :60 2m
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‾‾帝ブ
1盛土(I層)

2 黒色土(=層)

う 黒褐色土 黄褐色ブロック15%含む

4 黒褐色土 赤褐色焼土粒30%、炭化物粒2%含む

5 撞暗褐色土 黄褐色ブロック40%含む

1盛土(I層)

2 黒色土(=層)

3 黒褐色土 黄褐色ブロック20%、炭化物粒5%含む

4 褐色土
5 黒色土 炭化物粒30%、焼土ブロック1%含む

6 暗赤褐色土 黄褐色ブロック25%含む

7 赤褐色焼土 炭化物粒少量含む
8 赤褐色焼土

E L=122000m F

「こきデー

1盛土(I屈)

2 黒褐色土

黄褐色ブロック3%含む

‾℃フて二

1黒褐色土 黄褐色ブロック10%、

焼土粒3%、炭化物粒1 %含む

2 黒褐色土 黄褐色ブロック1%、

焼土粒1 %、炭化物粒10%含む

へ、_イ‾‾‾‾‾“一

国

1盛土(i層)

2 黒褐色土 黄褐色ブロック1%含む

う 黒褐色土 黄褐色ブロック25%含む

4 黒褐色土 黄褐色ブロック1%含む

5 黒褐色土 黄褐色ブロック50%含む

6 黒褐色土 黄褐色ブロック50%含む

7 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む

諺7〉
1盛土(i層)

2 黒色土(=層)

う 黒褐色土 黄褐色ブロック少量含む
4 黒褐色土 黄褐色ブロック1%含む

与 黒褐色土 黄褐色ブロック30%含む

6 黒褐色土と黄褐色ブロックの混合

l 盛土〈I層)

2 黒色土(=層)

3 黒褐色土 黄褐色ブロック少量含む
4 黒褐色土 黄褐色ブロック40%含む

与 暗褐色土 黄褐色ブロックう0%含む

6 暗褐色土 黄褐色ブロック45%含む

7 黒褐色土 黄褐色ブロック30%含む

O しこ129.000m P

1

享子
l 盛土(I層)

2 黒褐色土 黄褐色ブロック少量含む
う 暗褐色土 黄褐色ブロック40%含む

4 黒褐色土 黄褐色ブロック2%含む

う 黒褐色土 黄褐色ブロック50%含む

6 黒色土 黄褐色ブロック1%含む

第46図 八天坂遺跡・久田Ii遺跡検出遺構(3)

Q 」= 129.000m R

二二三三
1盛土(I層)

2 黒色土(ii層)

3 黒褐色土
4 黒褐色土
5 黒褐色土
6 黒褐色土
黄褐色ブロック10%含む

O l :60 2m
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E L=121.6OOm F

」=1 2工500m

G H

‾寒声二二

1盛土(I層)
2 黒色土=i層)

3 黒褐色土 黄褐色ブロック1%含む
4 暗褐色土 黄褐色ブロック30%含む
5 黒褐色土と黄褐色土の混合

1盛土(i届)
2 黒色土(=層)

3 黒色土
4 黒褐色土
5 黒褐色土 黄褐色ブロック1%斑に含む

調査区外

第47図 八天坂遺跡・久田II遺跡検出遺構(4)

ー44-



I 発掘調査

O l:60 2m

ー45-

第48図 八天板遺跡・久田=遺跡検出遺構(5)
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I 発掘調査

遺物観察表(1)発掘調査

番号 遺跡名 図版 出土地点 層位 種別 器種 特徴 時代 時期 備考 

1 

鳩岡崎 下通 

3 3号土塊 埋土 須恵器 饗 頭部に自然軸。 平安時代 

2 

鳩岡崎 下通 

3 遇構外 黒色土 土師器 杯 内面黒色処理、ミガキ。 平安時代 

3 

鳩岡崎 下通 

3 3号土坑 壁土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

4 

鳩岡崎 下通 

3 遭構外 黒色土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

5 

鳩岡崎 下通 

3 遭構外 黒色土 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

6 

鳩岡崎 下通 

3 逝構外 黒色土 土師器 饗 底面に静止糸切痕か。 平安時代 

7 土用II 6 1号住居跡 埋土 縄文土器 深鉢 縄文時代 後期 

8 土用II 6 1号住居跡 埋土 縄文土器 壷 縄文時代 後期 

9 上平Ⅲ 12 調査区南側 II層 縄文土器 深鉢 縄文時代 

10 上平暮Ⅱ 12 調査区南側 量I層 縄文土器 深鉢 原体圧痕。 縄文時代 

11 上平萱Ⅱ 12 調査区南側 II層 縄文土器 深鉢 斜縄文。 縄文時代 

12 上平Ⅲ 12 調査区南側 II層 縄文土器 深鉢 縄文時代 

13 上平Ⅲ 12 調査区南側 II層 石器 剥片 

14 上平Ⅲ 12 調査区南側 II層 石器 磨石 

15 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 口綾部に不整撚糸文。 縄文時代 前期 

16 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 縄文時代 前期 

17 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 不整撚糸文。 縄文時代 前期 

18 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 不整撚糸文。 縄文時代 前期 

19 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 不整撚糸文。 縄文時代 前期 

20 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 不整撚糸文。 縄文時代 前期 

21 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 不整撚糸文。 縄文時代 前期 

22 中野A 20 調査区西側 撹乱 縄文土器 深鉢 縄文時代 前期 

23 谷地 29 1号住居跡 カマド埋土 土師器 璽 
小型。ロクロメ。回転糸切 痕。 

平安時代 

24 谷地 29 1号住居跡 煙道部埋土 土師器 饗 
小型。ロクロメ。回転糸切 痕。 

平安時代 

25 谷地 29 1号住居跡 南壁際床面 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

26 谷地 29 1号住居跡 カマド脇床面 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

27 谷地 29 1号住居跡 カマド脇床面 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 廃棄B(り 

28 谷地 29 1号住居跡 カマド埋土 須恵器 杯 口緑部に欠け。回転糸切痕。 平安時代 廃棄B④接合 

29 谷地 29 1号住居跡 カマド埋土 須恵器 杯 器形に歪み。回転糸切痕。 平安時代 

30 谷地 29 1号住居跡 カマド壁土 須恵器 杯 
底部付近、強いナデにより 凹み。回転糸切痕。 

平安時代 

3l 谷地 29 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 
焼成不良。器表面に亀裂。 回転糸切痕。 

平安時代 

32 谷地 29 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

33 谷地 29 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

34 谷地 30 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 器形に歪み。回転糸切痕。 平安時代 廃棄B⑥ 

35 谷地 30 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

36 谷地 30 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

37 谷地 30 1号住居跡 床面直上 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 廃棄B④接合 

38 谷地 30 1号住居跡 カマド周辺 須恵器 杯 底面に亀裂。回転糸切痕。 平安時代 

39 谷地 30 1号住居跡 カマド周辺 須恵器 杯 器形に歪み。回転糸切痕。 平安時代 

40 谷地 30 1号住居跡 カマド周 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

41 谷地 30 1号住居跡 Pit2埋土 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 
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番号 遇跡名 図版 出土地点 層位 種別 器種 特徴 時代 時期 備考 

42 谷地 30 1号住居跡 床面一理上下 須恵器 杯 還元が不充分。回転糸切痕。 平安時代 

43 谷地 30 1号住居跡 床面一理上下 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

44 谷地 30 1号住居跡 床直一理上下 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

45 谷地 30 1号住居跡 床直一理上下 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

46 谷地 30 1号住居跡 埋上上部 須恵器 杯 器表面に亀裂。回転糸切痕。 平安時代 

47 谷地 30 1号住居跡 壇上上部 須恵器 杯 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

48 谷地 3l 1号住居跡 壇上上部 須恵器 杯 器形に歪み。回転糸切痕。 平安時代 

49 谷地 31 1号住居跡 理工上部 須恵器 杯 器表面に凹み。回転糸切痕。 平安時代 

50 谷地 3l 1号住居跡 壇上上部 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

51 谷地 31 1号住居跡 埋上 須恵器 杯 回転糸切痕。 平安時代 廃棄B⑥) 

52 谷地 31 1号住居跡 壇上 須恵器 杯 器表面に亀裂。回転糸切痕。 平安時代 

53 谷地 31 1号住居跡 壇上 須恵器 士不 焼成不良。回転糸切痕。 平安時代 

54 谷地 31 1号住居跡 Pit2理土 須恵器 鉢 
器表面に亀裂。カキメ、へ ラナデ。底部再調整。 

平安時代 

55 谷地 31 1号住居跡 煙道部地上 須恵器 鉢 
器形に歪み。カキメ、ケズ リ。 

平安時代 廃棄B⑦〉接合 

56 谷地 31 1号住居跡 沫面直上 須悪器 壷 
山縁部に歪み。カキメ、ケ ズリ。内面ハケメ、カキメ。 

平安時代 廃棄B⑥I 

57 谷地 31 1号住居跡 床面直上 須恵器 壷 
焼成不良で半分が未還元。 口縁部歪み。ロクロメ。 

平安時代 

58 谷地 32 l号住居跡 煙道部壇上 須恵器 壷 

後門部に歪み。カキメ、ナ デ。内面にハケメ、ナデ。 底部再調整。底面にへラ萬 さの沈線(刻宙か)。 

平安時代 
pit2・4埋土と接 合 

59 谷地 32 1号住居跡 
カマド周辺床 面直上 

須恵器 轟 
口綾部に歪み。カキメ、へ ラケズリ。 

平安時代 廃棄B① 

60 谷地 32 1号住居跡 壇上 須恵器 轟 
ロクロメ、へラナデ。上げ 底。底部再調整(蓮弁状)。 

平安時代 

61 谷地 32 1号住居跡 沫画面上 須恵器 諾 欠航。器形に歪み。 平安時代 

62 谷地 32 1号住居跡 カマド火珠部 須悪器 饗 
焼成不良。ハケメ、へラケ ズリ。 

平安時代 63と同一個体 

63 谷地 32 1号住居跡 カマド理工 須恵器 饗 
焼成不良。ハケメ、ヘラケ ズリ。 

平安時代 62と同一個体 

64 谷地 32 十号住居跡 カマド埋土 須恵器 璽 
カキメ、ケズリ。内面ハケ メ。 

平安時代 

65 谷地 33 1号住居跡 カマド脇床面 須恵器 饗 カキメ、ケズリ。内面ナデ。 平安時代 廃棄B③接合 

66 谷地 33 1号住居跡 カマド脇床面 須恵器 饗 ハケメ、カキメ、ケズリ。 平安時代 

67 谷地 33 1号住居跡 カマド脇原画 須恵器 ● カキメ、ケズリ。 平安時代 

68 谷地 33 1号住居跡 カマド脇原画 須恵器 饗 カキメ、ナデ。 平安時代 

69 谷地 33 1号住居跡 カマド脇珠面 須恵器 饗 ハケメ、カキメ、ケズl)。 平安時代 廃棄B⑦接合 

70 谷地 33 l号住居跡 煙道部埋士 須恵器 饗 
カキメ、ナデ。内面にハケ メ。 

平安時代 廃棄B③接合 

71 谷地 33 1号住居跡 煙道部壇上 須恵器 饗 
焼成不良。カキメ、へラナ デ。 

平安時代 

72 谷地 34 1号住居跡 床面起上 須恵器 饗 
カキメ、ケズリ。内面ハケ メ。 

平安時代 廃棄B③・④ 

73 谷地 34 1号住居跡 床面直上 須恵器 饗 
カキメ、ケズリ。内面ハケ メ。 

平安時代 廃棄B(① 

74 谷地 34 1号住居跡 床面直上 須恵器 饗 ハケメ、カキメ。 平安時代 廃棄B①②⑧接合 

75 谷地 34 1号住居跡 床面直上 須恵器 饗 
カキメ、ケズリ。内面ハケ メ。 

平安時代 廃棄B④ 

76 谷地 34 1号住居跡 床面直上 須恵器 饗 
ロクロメ。口縁部が折り返 し、屈曲。 

平安時代 

77 谷地 34 1号住居跡 床面直上 須恵器 饗 ロクロメ。 平安時代 

78 谷地 34 1号住居跡 埋土下部 須恵器 饗 ロクロメ。 平安時代 



賞 発掘調査

番号 遺跡名 図版 出土地点 屈位 種別 器種 特徴 時代 時期 備考 

79 谷地 35 l号住居跡 床面直上 須恵器 大饗 
口綾部に2段の小波状況線 が巡る。タタキメ。 

平安時代 廃棄B① 

80 谷地 35 1号住居跡 床面直上 須恵器 大饗 タタキメ。 平安時代 廃棄B①④接合 

81 谷地 36 1号住居跡 床面直上 須恵器 大窪 タタキメ。 平安時代 廃棄B①④接合 

82 谷地 36 1号住居跡 床面直上 須恵器 大窪 タタキメ。 平安時代 廃棄B③ 

83 谷弛 36 l号住居跡 Pi亡2壇上 石器 石鍛 

基部付近の両側から挟入。 いわゆる「アメリカ式仁子 鍛」。 

弥生時代 

84 谷地 36 1号住居跡 カマド焚日 土製晶 士鍾 
長軸方向に貫通孔あり、管 状。 

時期不明 

85 谷地 36 1号住居跡 壇上上部 土製晶 
土鈴 状 

手捏ね。用途不明。 時期不明 平安時代か 

86 谷地 36 1号住居跡 壇上上部 土製晶 
土鈴 状 

手捏ね。用途不明。 時期不明 平安時代か 

87 谷地 36 1号住居跡 壇上上部 上製品 不明 焼成粘土塊。千把ね。 時期不明 平安時代か 

88 谷弛 36 1号住居跡 壇上上部 士製品 不明 焼成粘土塊。手捏ね。 時期不明 平安時代か 

89 谷地 36 1号住居跡 埋土上部 布製品 垂飾 
長方形の板状。長軸片側に 貫通孔1箇所。 

時期不明 

90 谷地 36 1号住居跡 床面直上 鉄製品 刀子 錨化。欠損、3分割。 平安時代 

93 谷地 37 3号滞 壇上 石器 削器 縄文→弥生 

94 谷地 37 遭構外 石器 石鍛 無茎。 縄文→弥生 

91 谷地 37 l号薄 壇上 石器 石斧 
磨製石斧の未成品。製作工 程で欠現したものか。 

純文一弥生 

92 谷弛 37 1号薄 埋土 石器 綬石 長軸片側末端に殴打痕。 縄文→弥生 

95 谷地 37 遺物集中区? 上位? 石器 緻石 
長軸片側末端および腹囲に 駁打痕。 

縄文一弥生 

96 谷地 37 西側調査区 砂層 弥生土器 鉢 
波状口緑。波頂部は二又。 変形工手文。 

弥生時代 前半 

97 谷地 37 遣構外 砂層 弥生土器 鉢 変形工手文。 弥生時代 前半 

98 谷地 37 遺構外 砂屈 弥牛土器 深鉢 弥三と時代 

99 谷地 37 遺構外 砂層 弥生土器 深鉢 口綾部に無文帯。 弥生時代 

100 久田萱I 50 1号住居跡 カマド理土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

101 久田H 50 1号住居跡 カマド壇上 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

102 久田萱I 50 1号住居跡 壇上下位 土師親 杯 回転糸切痕。 平安時代 

103 久田II 50 1号住居跡 壇上下位 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

104 久田II 50 1号住居跡 壇上下位 土師器 坪 回転糸切痕。 平安時代 

105 久田II 50 1号住居跡 囲上 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

106 久田萱萱 50 1号住居跡 理上 土師器 杯 
内面ミガキ、黒色処理。回 転糸切痕。 

平安時代 

107 久田II 50 l号住居跡 壇上 土師器 卸 ナデ。回転糸切痕。 

108 久田I萱 50 1号住居跡 カマド支脚 土師器 饗 回転糸切痕。 辛安時代 

109 久田萱萱 50 1号住居跡 カマド埋士 土師器 饗 ロクロ痕。 平安時代 

110 久田萱萱 50 1号住居跡 カマド壇上 土師器 饗 ロク口演。 平安時代 

111 久田萱萱 50 1号住居跡 カマド理工 土師器 饗 外面へラケズリ。 平安時代 

112 久田II 50 1号住居跡 カマド壌土 土師器 饗 外面ハケメ。 平安時代 

113 久田H 50 1号住居跡 カマド壇上 土師器 ーi 外面ハケメ、へラナデ。 平安時代 

114 久田H 51 l号住居跡 壇上 土師器 饗 ヘラナデ。 平安時代 

115 久田H 51 1号住居跡 カマド壇上 土師器 饗 
外面へラナデ。困面ハケメ。 底面ナデ。 

平安時代 

116 久田II 51 1号住居跡 カマド理土 土師器 饗 外面へラナデ。困面ハケメ。 平安時代 

117 久田萱萱 51 1号住居跡 カマド埋士 土師器 饗 ヘラナデ。 平安時代 

118 久田II 51 1号住居跡 理士 鉄製品 刀子 刃先欠損。茎長約75問。 

119 久田II 5l 十号住居跡 埴土 鉄製品 刀子 刀身の破片。 
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番号 遺跡名 図版 出土地点 層位 種別 器種 特徴 時代 時期 備考 

120 久田II 51 2号住居跡 貼床層 土師器 杯 
内面へラミガキ。回転糸切 痕。 

平安時代 

121 久田II 51 2号住居跡 カマド壁土 須恵器 鉢 折返し口縁。 平安時代 

122 八天坂 51 4号住居跡 埋土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

123 八天板 51 4号住居跡 埋土 土師器 杯 
内面へラミガキ、黒色処理。 回転糸切痕。 

平安時代 

124 八天坂 51 4号住居跡 埋士 土師器 璽 外面ハケメ、へラナデ。 平安時代 

125 八天板 51 4号住居跡 埋土 須恵器 璽 タタキメ。 平安時代 

126 八天坂 51 4号住居跡 埋土 石製品 砥石 前面に擦痕。 平安時代 

127 八天板 52 5号住居跡 埋土 土師器 杯 
内面へラミガキ、黒色処理。 回転糸切痕。 

平安時代 

128 八天坂 52 5号住居跡 埋土 土師器 不 台付。 平安時代 

129 八天板 52 5号住居跡 埋土 土師器 饗 ヘラナデ。 平安時代 

130 八天坂 52 5号住居跡 壁土 土師器 羽釜 平安時代 

131 八天板 52 5号住居跡 埋土 土師器 羽釜 平安時代 

132 八大坂 52 6号住居跡 埋土 土師器 杯 
外面へラケズリ。内面へラ ミガキ、黒色処理。 

奈良時代か 

133 八天板 52 6号住居跡 埋土 土師器 饗 へラナデ。ロクロ成形。 平安時代 

134 八天板 52 6号住居跡 埋土 土師器 饗 
へラナデ。胴が膨らむ球胴 形。 

平安時代 

135 久田II 52 1号士坑 埋土 土師器 不 回転糸切痕。 平安時代 

136 久田I萱 52 1号土坑 壁土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

137 久田II 52 1号土塊 埋土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

138 八天坂 52 4号士坑 壁土 土師器 杯 回転糸切痕。 平安時代 

139 八天板 52 4号土塊 埋土 須恵器 杯 
外面に指頭圧痕状の窪み。 回転糸切痕。 

平安時代 

140 八天板 52 10号士坑 埋土 土師器 杯 内面へラミガキ、黒色処理。 平安時代 

141 八大坂 52 10号土坑 埋士 須恵器 杯 ロク口癖。 平安時代 

142 八天坂 52 14号土坑 壁土 土製品 羽口 時期不明 
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II 試掘調査
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試掘調査

l 熊之堂遺跡(奥州市水沢区)

2 新里間木野遺跡(遠野市)

3 中村遺跡(北上市)

4 穴口遺跡(盛岡市)

狼久保田遺跡(滝沢村)

5 瓜畑遺跡(陸前高田市)

6 不動ノ滝遺跡(釜石市)

7 松山館遺跡(宮古市)

8 漆町遺跡(奥州市胆沢区)

9 石山遺跡(奥州市江刺区)

10 赤石遺跡(金ヶ崎町)

11久田I量遺跡・高田坂遺跡・

伍大坂I遺跡・欠ノ下台地

遺跡(北上市)

12 石畑遺跡(一関市花泉町)

13 下滝水遺跡(住田町)

14 揚場遺跡(金ヶ崎町)



「 -般国道4号水沢東バイパス

熊之堂遺跡(NE27 -0048)

所在地:奥州市水沢区朝日町182- 1地内ほか

事業者:国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日:平成22年8月23日(月)̃8月24日(火)

熊之堂遺跡はJ R東北線水沢駅の東南東約1.6鳳、

水沢区市街中心域の東側に位置する。遺跡の立地す

る地形面は胆沢扇状地上の高位段丘(水沢段丘)縁

辺部に分類される。当遺跡北側は国道397号によっ

て区切られ、国道北側には杉の堂遺跡が隣接してい

る。今回の調査は国道4号水沢東バイパス建設に係

り、工事計画範囲について試掘を実施したものであ 第52図 熊之堂遺跡位置

る。調査地は全域が遺跡範囲に含まれており、遺跡

西側を縦断する形となっている。調査地の現況は、宅地跡、果樹園跡、市道である。

調査地に42箇所のトレンチを設定した。調査地北側のT lへ3では、表土直下で地山(V層)

が確認されており、その周辺部分は削平されていると思われる。一方、 T4以南では表土下に黒褐

色土(H層)の堆積が見られるものの、中央付近のT22̃28付近に向かって地山面が緩やかに上

がっている様相が観察された。現況では比較的平坦な地形であるが調査地内には東西方向に延びる

小支谷が存在しているようである。地山(IⅤ・ V層)面で遺構確認を行なったが、多数の倒木痕が

確認されたのみで、遺構は検出されなかった。遺物はT7のII層から縄文土器片1点のみ出土した

が、他所からの流入と思われる。その他の遺物は確認されていない。

今回調査地から連続する地形面である杉の堂遺跡南端付近(国道397号北側隣接地)では、土塊

や小ピット類が検出されているが、竪穴住居跡は検出されず、遺構分布が希薄であることが確認さ

れている。一方、奥州市教育委員会が当遺跡北半の中央から東側を調査し、奈良一平安時代の竪穴

住居跡群を検出しているが、今回調査区に近い地点の試掘調査では遺構・遺物ともに検出されてい

ない。また、今回調査地付近が地形改変を被っていることは確かであるが、その影響が少ないと思

われる範囲でも遺構・遺物は確認されていない。これらの点から、今回調査地には遺構が希薄ない

しは存在していなかったと考えられ、遺跡の中心はより東側の段丘縁寄り(現住宅地周辺)にある

ものと推測される。

第53図 熊之堂遺跡調査地点
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II 試掘調査

2 東北横断自動車道秋田釜石線

新里間木野道跡(ME53 -0391)

所在地:遠野市綾織町 ほか

事業者:国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日:平成22年11月11日(木)へ11月12日(金)

新里間木野遺跡は、 J R釜石線遠野駅の西南西約

2.2k皿、綾織町新里に所在する。遺跡は物見山の北

側裾野と猿ケ石川に挟まれた緩斜面地に立地し、北

側は県道遠野住田線に接している。当遺跡について

は、遠野ダム建設や県道付替工事に係り遺跡北側縁

辺部について試掘調査が行われ、陥し穴l基が検出

されている。今回の調査は東北横断自動車道釜石秋 第54図 新里間木野遺跡位置

田線(遠野̃東和問)建設に係り実施したもので、

対象は22年度に実施した県道付替に係る調査区の北側に接続し遺跡北西部を斜行する範囲であ

る。調査地はごく緩く北へ傾斜する草地で、かつては果樹林として利用されていた。

調査地に16箇所のトレンチを設定した。西側の谷沿いのT l̃5では、表土層下で黒褐色土

(II層) ・黒色土層(ⅡI層)が見られた。 II層中には転石が多く含まれ、局所的に地山ブロックが

混入している。 II層は人為的な堆積層であると推測され、この部分は地形改変されたと考えられ

る。 T6-8ではII.IⅡ層が無い、若しくはごく薄い状況で、表土直下で地山(V層)が確認され

た。この部分は削平されているものと推測される。 T9 ・10-12付近はⅡI層がやや厚くなり、花

崗岩の巨礫が多数混入していた。等高線の様子から埋没沢と思われる。なお、 T12で車扱火山灰

と思われる黄橙色パミスがブロック状に堆積する様相が見られた。埋没沢の窪みに二次堆積したも

のと思われる。調査地北東のT13→16では表土下が地山となり、この部分もまた削平されている

ものと思われる。各トレンチのV層面で遺構確認を行ったが検出されず、遺物も出土しなかった。

調査地は現況では起伏の乏しい緩斜面であるが、トレンチの土層を見ると、本来の地形を改変し

ていることが判明した。今回の調査では遺構・遺物は確認されなかったが、遺跡の主体は、北側の

一段高位の地形面にあるものと推測される。

第55図 新里間木野遺跡調査地点
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3 北上川中部治水対策事業二子地区

中村遺跡(ME56- 1385)

所在地:北上市二子町字中村地内

事業者:国土交通省東北地方整備局

岩手河川国道事務所

調査期日:平成23年Il月15日(火)へ16日(水)

中村遺跡はJ R東北線北上駅の北東約3.9鳳、北上

川右岸段丘面縁辺の自然堤防上に立地している。今

回の調査は二子地区の北上川築堤工事に係るもの

で、調査対象範囲は遺跡を幅30-50mの帯状に南北

縦断する延長約750m、総面積約24,300壷である。

調査地の現況は概ね畑地であるが、この地区特産の

長芋栽培により深くまで擬乱されており、各トレン
第56図 中村遺跡位置

チの地山面で交錯する筋状の撹乱が多数見られた。

遺跡の載る地形面は自然堤防上であるが、表土下には洪水に起因する砂質土の厚い堆積層(II-IV

層)が見られる。遺跡北側では砂質土層の下に粘土質の地山と思われる面(V層)を確認したが、

南側では上位層で遺構が検出されたこともあってV層を確認できなかった。当遺跡の南側には、縄

文時代から古代の遺跡である千苅遺跡が隣接している。

調査地が広くかつ砂層の堆積が厚いと予想されたため、主に遺跡全体の様相を掴むことを目的と

して22箇所のトレンチを設定した。その結果、調査地全体に古代(平安時代)の集落跡が広がっ

ていることを確認した。南側T3.4のⅢ層面およびT6.7. 10. 16へ22のIṼV層面において竪

穴住居跡が合計13棟検出され、土師器・須恵器が出土した。またT8. 13. 16.20では、埋土に

焼土・炭化物を伴う長楕円形の土抗が検出された。その他、柱穴状の小ピット、埋土に白色火山灰

ブロック(十和田a火山灰か)を含む溝跡(畝間状遺構の可能性あり)等が検出されている。出土

遺物から見て、それらの検出遺構は平安時代のものである可能性が高い。

調査の結果から、調査範囲は全体に平安時代の集落跡が広がることが確認された。なお、今回調

査ではより古い時代の遺構・遺物は確認されていないが、南隣の千苅遺跡の調査成果から類推すれ

ば、砂層およびその下層に縄文̃弥生時代の遺構・遺物が存在している可能性があると思われる。

(平成26年度、発掘調査予定)
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第57図 中村遺跡調査地点
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II 試掘調査

4 -般国道4号盛岡北道路

穴口遺跡(NF86-2165)

猿久保Ⅲ遺跡(KE76 - 2049)

所在地:盛岡市下厨川字穴口地内

岩手郡滝沢村滝沢字菓子地内

事業者:国土交通省東北地方整備局岩手河川国道

事務所

調査期日:平成23年12月5日(月)̃6日(火)

今回の調査は、盛岡北道路の下り線新設工事に係る

もので、工事予定範囲の南端付近に穴口遺跡、北端付

近に狼久保Ⅲ遺跡が含まれるため試掘調査を行ったも

のである。調査地は家畜改良センター岩手牧場の敷地

内にあり、現況は両遺跡ともになだらかな低丘陵が連

続する牧草地である。

南の穴口遺跡およびその周辺にはトレンチ25箇所、
第58図 穴口遺跡・狼久保遺跡位置

北の狼久保Ⅲ遺跡とその隣接地にはトレンチ11箇所を

設定した。堆積土層は両遺跡ともにほぼ同様で、表土(I層・ 10へ40cm)、黒色土(II層・ 10へ50

cm)、赤褐色パミスを含む黄褐色土(Ⅲ層・地山)という層序である。 II層は自然堆積層とも思われ

るが、地点により厚みが異なっており、削平を被っているものと思われる。現在のなだらかな地形は

人為的な改変によるもので、旧地形はより起伏に富んでいたと推測される。各トレンチともに遺構・

遺物は確認されなかった。

調査結果からみて両遺跡ともに牧草地造成に際して削られて、遺構・遺物が失われてしまったので

はないかと考えられる。

第59図 穴口遺跡・狼久保遺跡調査地点
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5 -般国道45号高田道路

瓜畑遺跡(NF57-2241)

所在地:陸前高田市高田町字大隅地内

事業者:国土交通省東北地方整備局

三陸国道事務所

調査期日:平成23年Il月l日(火)

瓜畑遺跡は、陸前高田市役所現庁舎の東北東約l.3

血、津波により流出したJR大船渡線陸前高田駅の北

西約2.5鳳、市街中心部北側に面する山稜裾部の南西

向き緩斜面の中腹部分に位置している。市街中心部

は東日本大震災・津波により被災しているが、遺跡

周辺は標高90̃100mの高台にあって津波被害は全

く受けていない。
第60図 瓜畑遺跡位置

今回の調査は高田道路建設によるもので、当事業

に係る試掘調査は平成21年度に遺跡南西部について既に実施しており、今回は残りの部分につい

て試掘を行ったものである。調査地は、西側から中央付近は道路、なだらかな草地および畑地であ

るが、西端および北東側は棚田となっている。また、調査地内の各所に転石と思われる巨礫が散見

された。

調査地内にトレンチ19箇所を設定した。 T2̃10を設定した道路・草地・畑地部分は現況地形か

ら地形改変の度合いが少ないものと見えたが、トレンチ掘削の結果、一部を除いて、表土(I層)

直下で礫を含む黄褐色土層(IⅤ層)となり、自然堆積層が削り取られて消失していた。現況地形は

人為的に造成されたものと思われる。黒褐色→暗褐色土(II. IⅡ層)が残存していたのはT8であ

るが、遺物は出土しなかった。一方、棚田のTl.1l̃19では、地山面まで削平されていた。 T

llではII層が僅かに残っていたが、同層中には遺物は含まれていなかった。各トレンチのIV層面

で遺構確認したが、遺構は検出されなかった。

各トレンチの様相から見て、調査地全体が地形改変を被っており、埋蔵文化財が包蔵されている

可能性はないものと判断される。

第6「図 瓜畑遺跡調査地点
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II 試掘調査

6 東北横断自動車道釜石秋田線

不動ノ滝遺跡(MG70-2207)

所在地:釜石市甲子町大畑地内

事業者:国土交通省東北地方整備局

三陸国道事務所

調査期日:平成24年3月26日(月)

不動ノ滝遺跡はJ R釜石線松倉駅の西南西約l鳳の

山麓の段丘面(標高80m前後)に立地している。釜石

市教育委員会が平成17年度に実施した調査では、縄文

時代(前期→晩期)および古代の遺物が出土している。

今回は東北横断自動車道釜石秋田線の建設工事に係

り、当遺跡が計画路線に係るため試掘調査を実施し

た。調査地の現況は休耕田である。
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第62図 不動ノ滝遺跡位置

堆積土の層序は、 I層:表土(層厚5̃25cm)、 II

層:暗褐色土(10̃60cm。遺物を含む)、 IⅡ層:黄褐色砂質土(層厚不明。角礫を含む。地山)となっ

ている。

工事に係る遺跡範囲のうち、掘削可能な範囲約4,400品こついてトレンチ15箇所を設定した。調査

地の中央から西側については遺構・遺物は確認されなかったが、東側に設定したT12において土坑2

基を検出した。土塊は2基とも同規模(径約Im)で、うちl基の埋土上面から弥生土器が数点出土

した。土抗が検出されたT12付近は休耕田ではあるが、 Ⅲ層面が削平されておらず、水田造成の影響

が小さかったと思われる。今回確認されなかったが、 T12周辺に遺構が遺存している可能性が高く、

工事に先立って当該範囲についての発掘調査が必要になると判断された。

(平成25年度、発掘調査予定)
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第63図 不動滝遺跡調査地点
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7 地域連携道路整備事業一般県道「06号

宮古西道路

松山館遺跡(しG33-0011)

所在地:宮古市田鎖、松山地内

事業者:沿岸広域振興局土木部宮古土木センター

調査期日:平成23年10月27日(木)→10月28日(金)

松山館遺跡はJ R山田線千徳駅の南約1.3鳳、閉伊

川支流の永沢川右岸に面する丘陵先端部分であり、

城主は白根氏と伝えられる。調査は宮古西道路建設

に係り実施したもので、遺跡中央付近を南東一北西

方向に貫く幅25へ60mほどの範囲を対象とした。遺

跡の現況は山林で、丘陵から張り出す小高い尾根3

本(便宜的に束から尾根A・B・Cと呼称する)と
第64図 松山館遺跡位置

小規模な谷(同様に谷A・Bと呼称する)となって

いる。現況の地形観察では、尾根上には複数段の平場が認められる。

東側の尾根A頂部平場のT 5→llでは、表土から20→40cmほどで風化花崗岩(マサ土)となっ

た。 T5 ・ 6 ・ 9で小径の柱穴が検出され、平坦面が普請によるものである可能性ありと考えられ

た。平場と思われる箇所は6箇所あり、その規模や位置関係から見て館の副郭や帯曲輪・腰曲輪に

あたるものと推測される。遺物は、 T9で土師器片、 T6で磨石1点が出土している。また、尾根

Bの西側斜面には谷に面する平坦面が、尾根Cの頂部にも小規模な平坦面が、それぞれ見られる。

これらの部分にはトレンチを設定できなかったが、地形的に見て普請による人工的な平場で遺構が

存在している可能性もあると推測される。一方、尾根裾部および谷部にT12へ16を設定した。谷

A北側緩斜面のT13で、黒色土の長楕円形の広がりが検出され、羽口の破片が出土した。この土坑

状の遺構は製鉄炉跡と推測され、谷に落ち込む尾根裾に製鉄関連遺構群が存在している可能性が考

えられる。谷A・ BのT12.14→16では湿地環境となり遺構・遺物ともに検出されなかった。谷

部は館の縄張りから考えれば堀的な機能を有したと推測されるが、自然地形を縄張りに利用したも

のであると推測される。なお、 Tl-4およびT17では遺構・遺物ともに確認されなかった。遺

跡範囲は丘陵に接する東西両側の低位面までは広がっていないと判断される。

今回は掘削範囲が狭い限定的なトレンチ調査であったが、尾根部で遺構・遺物が確認された。調

査結果および現況の地形観察(縄張調査)から、尾根上および斜面に中世の館跡関連遺構(平場・

切岸・帯曲輪等)、尾根裾に製鉄遺構が存在しているものと推測される。また、屋根上で土師器が

出土しており、古代の遺構が存在する可能性もある。

(平成24年度、県埋文センターにより発掘調査を実施済み)

第65図 松山館遺跡調査地点
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II 試掘調査

8 経営体育成基盤整備事業都鳥3期地区

漆町遺跡(NF15-2187)

所在地:奥州市胆沢区南都田字漆町地内

事業者:県南広域振興局農政部農村整備室

調査期日:平成23年10月24日(月)へ10月26日(水)

漆町遺跡はJ R東北線水沢駅の西約6k皿、胆沢扇

状地の扇央部北縁に立地している。扇状地北縁には

胆沢川により複数の段丘面が形成されるが、遺跡は

低位段丘(水沢段丘)面に載っている。今回の調査

はほ場整備工事に係り、周知の遺跡範囲および西側

隣接地について試掘調査を実施した。

遺跡範囲および東側隣接地に179箇所のトレンチを

設定した。その結果、遺跡中央南寄りの宅地周辺の
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第66図 漆町遺跡位置

微高地を中心として古代の遺構・遺物が高密度で検出

され、かつ周知の遺跡範囲外にも遺構・遺物が分布することが確認された。

竪穴住居跡と思われる黒色土の方形の広がりは、現宅地周辺を中心にTl ・ 3 ・ 7 ・14・34・

35・37・38・65・66・69・80→82・84・86・88・95・99で検出された。また、竪穴住居跡は

遺跡範囲外の西側隣接地のT122 ・ 166でも検出されている。検出した竪穴住居跡の総数は28棟

で 中には一辺7m規模と推測される大形のものも含まれる。また他の遺構は、溝跡45条、堀跡

(環濠か) l条、土塊14基、柱穴55個等、多数検出されている。埋土に土師器・須恵器が含まれ

るものもあり、住居跡と同時期の古代に属する遺構が多くあると思われる。

出土遺物は遺構の数・密度に照らせば少ないと言える。その大部分は遺構埋土から出土した土師

器・須恵器片である。なお、調査地は以前のは場整備により削平されており、トレンチの大部分で

は、水田耕作土(I層)の直下が黄褐色糖質土(Ⅲ層)や砂礫(IⅤ層)の地山、という層序を示す

が、旧表土と思われる黒褐色土(II層)が残存する箇所も部分的にある。 II層には土師器等が含ま

れるが散発的で、疎らな遺物包含層となっている。

今回の調査結果から、当遺跡の主体は古代集落跡であり、遺跡範囲は東西両側にされに広がって

いることが確認された。今回調査のトレンチ設定状況から考えれば宅地周辺を中心として相当数

の住居跡が存在しており、当遺跡には大規模な集落が形成されていたと推測される。その詳細な所

属時期については、遺物が少ないため明確にはできなかったが、平安時代を中心として一部7世紀

代まで遡る可能性もあると考えられる。

(平成24年度、県埋文センターにより発掘調査を実施。 25年度継続調査予定)
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第67図 漆町遺跡調査地点
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II 試掘調査

9 経営体育成基盤整備事業古城2期地区

石山遺跡(NF18-0011)

所在地:奥州市江刺区田原字大日前地内

事業者:県南広域振興局農政部農村整備室

調査期日:平成23年10月21目(木)へ22目(金)

今回の調査は石山地区のほ場整備工事に係るもの

で、調査地は東北新幹線水沢江刺駅の北東約2.1鳳に

位置しており、石山遺跡南側の水田面である。

調査地内に65箇所のトレンチを設定した。調査地

中央から西側においては、最も標高低い国道沿いの

田面で遺構・遺物が検出された。 T2・6では長楕円

形を呈する土抗が検出された。 T2のものは残りが悪

かったが、 T6のものは埋土に焼土・炭化物粒が含ま
第68図 石山遺跡位置

れており、土師器・須恵器が10数点出土した。平面形

状および埋土の様相から土器焼成に係る古代の土抗ではないかと思われる。調査地は全般的に以前

の耕地整理の際に削平されており、耕作土直下で粘土層が露出するが、一部で暗褐色土層が残って

いる箇所では土師器小破片が疎らに出土した(T3̃5 ・ ll)。一方、やや標高が高い調査地東側の

田面では、南東部および北東隅の田面で遺構・遺物が検出された。 T51で土坑2基、 T44・45・

48では柱穴10個が検出された。柱穴の時期は不明であるが、 T45で土師器・須恵器の破片が出土

しており、古代に属するものである可能性が考えられる。また最も標高高い北東隅の田面に設定し

たT59では、土坑l基が検出された(時期不明)。これらの田面も著しく削平されているが、本来

は束に隣接する宅地から連続する一段高い地形面だったと推測され、遺構は調査地東側に隣接する

宅地部分に展開していると考えられる。なお、 T62の沢跡状の落込から縄文土器片が出土してお

り、周囲に縄文時代の遺跡が存在する可能性を示唆している。

(平成24年度、県埋文センターにより発掘調査実施済み)

第69図 石山遺跡調査地点
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「0 経営体育成基盤整備事業和賀中部六原地区

赤石遺跡(ME85- 1041)

所在地:胆沢郡金ヶ崎町六原赤石地内

事業者:県南広域振興局農政部農村整備室

調査期日:平成23年11月29日(火)

調査地は東北自動車道金ヶ崎ICの南西l.2鳳に位置

する微高地面で、赤石遺跡の北東側の隣接地であ

る。調査地の現況は水田および休耕田である。

調査地にトレンチ28箇所を設定した。各トレンチ

の堆積土層は、水田耕作土(I層)、造成土(II層)、

黄褐色土(ⅡI層)となっており、かつてのは場整備

によって旧表土は削平されたと推測される。現況で

は平坦な田面となっているが、実際には、調査地の
第70図 赤石遺跡位置

西縁部分には旧河道の落ち込みがあり、中央付近に

は湿地状の低みが存在していた。

多くのトレンチではIⅡ層上面そのものも削られていたが、唯一、 T7において土坑l基が検出さ

れた。土抗は平面の輪郭がはっきりしないが隅丸万形状(長辺約60cm)で、埋土には焼土や炭化

物の粒が多量に含まれている。遺物は確認されなかったため時期が明らかではないが、埋土の様相

等から見て古代に属する可能性がある。また、 T 2北側の旧河道部分のI層で陶器片が出土した。

小破片であるため判然としないが常滑産の壷と思われる。その他の遺物は出土しなかった。

調査地はほぼ全面が削平されており、遺構・遺物は既に失われたと思われるが、一部に遺構が残

存していることが確認された。このことから、赤石遺跡の範囲は調査地まで広がっていたと推測さ

れる。 (平成24年度、当課が発掘調査を実施済み)

第7「図 赤石遺跡調査地点
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II 試掘調査

「 「経営体育成基盤整備事業和賀中部第四地区

久田II遺跡(ME64-0207)

高田坂遺跡(ME64- 2350)

伍大坂I遺跡(ME64-2335)

欠ノ下台地遺跡(ME65- 2020)

所在地:北上市和賀町岩崎地内

事業者:県南広域振興局農政部農村整備室

調査期日:平成23年11月28日(月)→29日(火)

今回の調査は農業用水パイプライン埋設工事に係

るもので、調査地は岩崎地区の既存農道路肩部分で

ある。調査地は和賀川支流の夏油川右岸の台地上で

ある。この台地の縁辺には周知の遺跡が密集してい

る。それらの遺跡は「岩崎台地遺跡群」と総称され
第72図 久田il遺跡ほか位置

ており、東北横断自動車道秋田線建設に係り路線内

の遺跡群が調査されて、縄文時代から中世までの彩しい遺構・遺物が確認されている。そのうち久

田II遺跡・伍大坂I遺跡・欠ノ下台地遺跡および高田坂遺跡隣接地が今回調査地に含まれている。

合計63箇所のトレンチを設定、掘削した結果、今回調査を実施した現道部分は道路設置時に大

部分が削平および盛土されていることが判明した。道路盛土(I層)は厚さ0.8̃2.2mであり、一

部に自然堆積の黒色土(II層)が僅かに残るものの、殆どのトレンチでI層直下が地山である黄褐

色粘土層(Ⅲ層) ・砂礫層(Ⅳ層)となっていた。遺構・遺物ともに全く検出されなかった。

今回調査と同事業に係り22年度に当課直営で発掘調査を行った八天坂遺跡では、台地縁辺側を

調査し、古代の竪穴住居跡や土抗等、多数の遺構を検出している(I- (9)参照)。今回調査地

は同様の台地縁辺ではあるがより奥側に寄っていたためか、予想に反する結果となった。ただし、

造成の影響が少ない北側の台地縁に近い部分には、遺構・遺物が多数残存しているものと推測され

る。

第73図 久田iI ・高田坂・伍代坂I ・欠ノ下台地遺跡調査地点
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「2 経営体育成基盤整備事業目形地区

石畑遺跡(OE38 -0359)

所在地:一関市花泉町日形地内

事業者:県南広域振興局農政部

一関農村整備センター

調査期日:平成23年10月27日(木)→28日(金)

調査地は一関市役所花泉支所の束4鳳、石畑遺跡の

県道21号を挟んだ北側隣接地である。調査地は周知

の遺跡ではないが、当事業に係る分布調査の結果、

包蔵地である可能性ありと判断されたことから試掘

調査を行った。付近は北上川右岸の水田が広がる沖

積地であるが、遺跡の載る地形面は南から張り出す

丘陵先端の緩斜面地(標高13̃16m)で田面より1

→2m程度高く、現況は休耕田である。
第74図 石畑遺跡位置

調査地にトレンチ50箇所を設定した。堆積土層は、水田耕作土(I層)、暗褐色土(II層)、地

山である黄褐色粘土(ⅡI層)、という層序となっている。各トレンチの堆積土層を見ると、全般的

に過去のほ場整備による影響を受けていると思われるが、比較的削平の度合いの軽微な田面で遺構

が検出された。検出遺構は、溝跡12条(T2・5・7・9・10・2l・22・26・28・33)、土坑5基

(T3.9.32.33.37)、柱穴状土坑約30個、焼土筆である。遺物はごく少なく、 T27のII層か

ら土師器杯の破片が出土したのみである。遺物をともなわないため、各遺構の時期は特定できな

かった。ごく僅かに土師器が出土していることから古代に属する可能性もあるが、判然としない。

また土塊とした中に、不確かながら近世の井戸跡と推測されるものも含まれており、該期遺構も含

まれているものと思われる。

今回調査地は削平を被ってはいるものの、遺構・遺物が遺存していることが確認された。周知の

石畑遺跡の範囲が調査地まで広がるものと思われる。

(平成24年度、県埋文センターにより発掘調査を実施済み)

第75図 石畑遺跡調査地点
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II 試掘調査

「3 中山間地域総合整備事業西風高瀬地区

下溝水遺跡(NFO5- 1261)

所在地:気仙郡住田町下有住字高瀬地内

事業者:沿岸広域振興局農林部

大船渡農林振興センター

調査期日:平成23年12月13日(火)

平成24年3月6日(火)̃9日(金)

下滝水遺跡は住田町役場の北北西4.4鳳、気仙川左

岸の段丘面上に立地している。当地区のほ場整備工事

に係り分布調査を実施したところ、遺跡範囲およびそ

の周辺隣接地において、数点ではあるが縄文土器片が

採取されたため、当該範囲を対象として試掘調査を実

施したものである。調査地は西側の気仙川に向かっ

て徐々に下る棚田である。旧地形は西へ向斜する斜

? 

第76図 下清水遺跡位置

面だったものと思われる。

調査地にトレンチ44箇所を設定した。遺跡範囲にあたる標高高い田面(T27-33)では耕作土

(Ia層)直下で礫を含む黄褐色砂質土層(Ⅲ層)となるが、西側の低い田面に行くに従って、耕

作土直下に盛土整地層(Ib層)が顕著に見られた。一部のトレンチでは、盛土層の下に最大20c血

の黒色土層(II層)が見られる。なお、整地層はT43-39-46-45のライン付近から急激に厚み

を増し、確認した範囲ではl.2m以上を測った。この付近が本来の段丘崖にあたり、それ以西は気

仙川に沿う氾濫低地で、盛土により嵩上げされたものと推測される。

各トレンチのⅢ層面で遺構の確認を行ったが、全く検出されなかった。また遺物はT=のII層か

ら縄文土器片(後期)が少量出土したのみである。

今回調査の結果、調査地、特にも周知の遺跡範囲は耕作土直下で地山となり、既に著しく削平さ

れて旧表土層は残っていない状況が確認された。表採された土器片は既に原位置を保つものではな

く、また一部で見られたII層は造成の際に削られずに僅かに残ったものと考えられる。以上より、

遺跡西半については開田によりほぼ壊滅している可能性が高いと思われる。

潤一騒蘭藷憲
二∴∴三 ∴ ∴- -」--三

二二三三〇二三二二
第77図 下清水遺跡調査地点
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「4 県南青少年の家職員公舎売却

揚場遺跡(NEO5 -0356)

所在地:胆沢郡金ヶ崎町 地内

事業者:岩手県教育委員会事務局教育企画室

調査期日:平成24年2月17日(金)

揚場遺跡は金ヶ崎町役場の南西約l.4km、胆沢川と

の合流点に近い黒沢川左岸段丘面に立地している。

今回の調査は、県南青少年の家職員宿舎敷地の売

却および建物新築に係るものである。当地は宿舎建

設(昭和56年)時点では遺跡範囲外であり、昭和57

年に範囲拡大の形で遺跡範囲に含まれている。今

回、宿舎跡地が売却され建物新築が計画される中、

当該地が未調査であることが判明したため、売却先 第78図 揚場遺跡位置

の同意を得て急遽試掘を実施したものである。

調査地の南側部分は宿舎建物本体が建っていた場所で調査時点では建物は既に撤去されており

更地となっていたが、建物基礎により大きく撹乱されていると予想された。そこで建物の影響が少

ないと思われる北側部分(駐車場として使用されていた範囲)にトレンチを設定した。この部分は

現状でアスファルト舗装されていたため、重機により舗装を除去した後、掘削を行った。舗装下に

は平均60cm程度の盛土がなされており、嵩上げされていた。盛土を除去すると旧表土に由来する

と思われる黒褐色土層(II層)が見られたが、層中には黄褐色粘土ブロックが混入して汚れており、

旧地形の自然堆積層ではなく人為的に動かされている様相が認められた。地山の粘土層(Ⅲ層)に

ついては、層上面がほぼ平坦な状況であった。これらのことから、調査部分は地山上面まで削剥さ

れており、地山の上に載っているI ・ II層はいずれも盛土層であると思われる。 Ⅲ層面で遺構確認

を行ったが、検出されなかった。また各層ともに遺物は全く出土しなかった。

今回の調査地は周囲の水田面や畑地よりも一段高い地形面と思われたが、実際には宿舎建設の際

の盛土整地地業の所産であり、遺構・遺物を包蔵していた旧地形面は削平により失われていると推

測される。

●-一一一ヽ-

一二二一三二三・-一一三三ゝ\二二二

∴二二’‾二二
第79図 揚場遺跡調査地点
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一

一 一 一

一

番号 遺跡名 図版 出土地点 層位 種別 器種 特徴 時代 時期 備考 

143 中村 91 Tl 住居跡 埴土上面 土師器 饗 平安時代 

144 中村 91 Tl 住居跡 埋土上面 土師器 士不 内面黒色処理。底部再調整。 平安時代 

145 中村 91 Tl 住居跡 埴土上面 須恵器 壷 平安時代 陶器か 

146 中村 91 Tl 住居跡 埋土上面 須恵器 大饗 タタキメ。当て具痕。 平安時代 

147 中村 91 T2 住居跡 埋土上面 土師器 轟 外面に朱彩。 平安時代 

148 中村 91 T4 住居跡 埋士上面 須恵器 大窪 タタキメ。当て具痕(青海渡文)。 平安時代 

149 中村 91 T7 萱I層下位 土師器 饗 回転糸切痕。 平安時代 

150 中村 91 T7 萱萱層下位 土師器 杯 
内面へラミガキ、黒色処理。回 転糸切、再調整。 

平安時代 

151 中村 91 T7 住居跡 埋土上面 須恵器 大饗 
タタキメ。内面強いナデ(ケズ リか)。 

平安時代 

152 中村 91 T4 住居跡 埴土上面 土師器 杯 内面黒色処理。回転糸切痕。 平安時代 

153 中村 91 T4 住居跡 壇上上面 土師器 饗 口緑部が突帯状。 平安時代 

154 中村 91 T4 住居跡 埋土上面 須恵器 饗 ハケメ。口緑部が突帯状。 平安時代 

155 中村 91 T7 住居跡 埴土上面 土師器 璽 ハケメ。 平安時代 

156 中村 91 T8 
暗褐色一黄褐 色土 

須恵器 杯 平安時代 

157 中村 91 T8 
暗褐色→黄褐 色土 

須恵器 杯 底部に回転糸切痕。 平安時代 

158 中村 91 T8 
暗褐色→黄褐 色土 

土師器 壷 底部に木葉痕。 平安時代 

159 中村 91 T8 
暗褐色→黄褐 色土 

須恵器 壷 ケズリ。 平安時代 陶器か 

160 松山館 92 T2 表土 石器 磨石 弱い緻き・磨り痕跡。 縄文時代か 

161 松山館 92 T12 II層黒色土 土製品 羽口 比熱により脆弱化。 時期不明 製鉄遺構か 

163 漆町 92 T13 土坑 壇上上面 土師器 杯 内面黒色処理。回転糸切痕。 平安時代 

162 漆町 92 T13 住居跡 埋土上面 土師器 ← 外面へラケズリ。内面へラナデ。 平安時代 

164 漆町 92 T23 II層 土師器 饗 内外面ハケメ。 平安時代 

165 漆町 92 T23 萱萱層 土師器 ● ハケメ。底部再調整。 平安時代 

166 漆町 92 T46 II層 土師器 饗 へラナテ\ハケメ。 平安時代 

167 漆町 92 T46 萱萱層 土師器 ● 烏外面ともハケメ→ナデ。 平安時代 

168 漆町 92 田区65-2 撹乱 須恵器 杯 底部に回転糸切痕。 平安時代 

169 漆町 92 T49 II層 須恵器 饗 タタキメ。 平安時代 陶器か 

170 石山 92 Tl 土坑 壁土上面 土師器 饗 磨滅。 平安時代 

171 石山 92 T3 II層 陶器 壷 ロクロメ。 中世 常滑産か 

172 石山 92 T3 II層 陶器 轟 ロクロメ。外面に自然粕。 中世 常滑産か 

173 石山 92 T3 萱I層 須恵器 大饗 タタキメ。 平安時代 

174 石山 92 T6 士坑 埴土上面 土師器 饗 平安時代 

175 石山 92 T6 土坑 埴土上面 土師器 ・r 表面が剥落。 平安時代 

176 石山 92 T6 土坑 埋土上面 土師器 饗 ハケメ、ナデ。 平安時代 

177 石山 92 T12 盛土層 土師器 饗 へラケズリ。 平安時代 

178 赤石 93 T2 I層 陶器 轟 ロクロメ。 中世 常滑産か 

179 下浦水 93 T12 田河道理土 縄文土器 深鉢 沈線文。磨り消し。地文しR。 縄文時代 後期 

180 下清水 93 T12 印可道理土 縄文土器 深鉢 洗練文。磨り消し。地文しR。 縄文時代 後期 

181 下清水 93 T12 旧河道理土 縄文土器 深鉢 洗練文。磨り消し。無節し。 縄文時代 後期 
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Ⅲ 市町村支援

市町村支援

1本宿館遺跡(陸前高田市)

2 田代タテ遺跡(田野畑村)

3 新館遺跡(野田村)

4 中平遺跡(野田村)

5 大平野遺跡(野田村)

6 荷竹日向I遺跡(宮古市)



Ⅲ 市町村支援

平成23年度、当教育委員会では、震災・津波により被災した陸前高田市、田野畑村、野田村、宮

古市からの要請を受けて、埋蔵文化財調査の支援を行った。

陸前高田市では、市の埋蔵文化財保護に長く携わった専門職員が津波の犠牲となった。市では震災

前の平成22年度から神社移設工事に係る本宿館遺跡の発掘調査を実施しており、 23年度も調査継続

予定となっていた。市教委では嘱託調査員l名が調査を担当することとしたが、開発事業に係る埋蔵

文化財の調整についても対応せざるを得ず、発掘調査に専従できない状況であった。田野畑村では、

学芸員1名が埋蔵文化財を担当してきたが、震災後に退職したため担当者不在となった。そんな中、

村道改築にともない工事予定範囲に含まれる周知の遺跡について試掘調査を行う必要が生じたが、村

教委では対応できない状況であった。野田村は震災前から専門職員が末配置であり、平成2l̃22年

には村事業にともなう中平遺跡の発掘調査について調査支援を実施してきた経緯がある。震災後、一

般住宅建設や集落高台移転計画等にともなって試掘調査を実施する必要が生じたため、当教育委員会

へ支援要請があった。宮古市では、震災後、個人の一般住宅建設に係る試掘調査が増加し、市教委で

対応しきれない状況となったため、当教育委員会が調査支援を行った。

「神社社殿移設工事

本宿館(横田城)遺跡(NF46-2272)

所在地:陸前高田市横田町字本宿地内

事業者: (陸前高田市教育委員会)

調査期日:平成23年5月16日(月)へ6月16日(木)

本宿館遺跡は陸前高田市役所の北北西約5.6血1、気仙

川左岸の氾濫平野へと張り出す舌状丘陵地に立地して

いる。遺跡は中世の城館跡とされており、現況の地形

観察により複数の平場とその周囲に配される空堀・土

塁と思われる痕跡が見られる。当遺跡の西端付近の小

規模な平場面にある熊野神社社殿の移設計画にとも

なって、移設先の造成工事が行われるため、陸前高田

市教育委員会は当該部分について発掘調査が必要と判 第83図 本宿館遺跡位置

断し発掘調査を実施した。調査は年度内に終了せず、

平成23年度に継続調査となったが、市教委が震災によって充分な調査体制がとれない状況に陥った

ため、当課が約1ヶ月にわたって支援を行った。

調査地は神社東側の一段高い平場面とそれに連続する南向き緩い斜面である。調査の結果、平場面

の奥側に空堀が検出された。また、堀外側には堀に沿う土塁状の礫の積み上げ(石墨?)が検出され

た。平場面では柱穴群が確認され、 「石墨」の下にも柱穴が見られたことから、当該「石墨」はより

新しいものと判断される。柱穴や「石墨」は遺物を伴わないため、具体の時期判断が難しい。柱穴は

城館にともなう遺構と思われ、中世まで遡ると思われるが、 「石墨」は城館に関わる遺構かどうか不

明である。また、緩斜面には大規模な掘削痕が多数あるが、城館にともなうものではなく、近世以降

の採掘跡と推測される。
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2 社会資本総合交付金事業村道沼袋田代線改良工事

田代タテ遺跡(KGlO-2323)

所在地:下閉伊郡田野畑村田代地内

事業者:田野畑村

調査期日:平成23年9月8日(木)

田代タテ遺跡は田野畑村役場の東南東約7.5鳳、田野

畑村北部の田代地区に所在している。今回の調査は村

道改築工事に係るもので、工事範囲が遺跡東端付近に

かかることから村教育委員会からの調査依頼を受けて

実施したものである。調査地は現村道の南側隣接地で

あるが、遺跡は標高400̃405mの丘陵上に所在してお

り、調査地付近では現道から10m以上高い面に載って

いる。調査地はかつて畑地として利用されていたが、

現況では草地となっている。

第84図 田代タテ遺跡位置

工事により切土される遺跡東端の緩斜面部にトレンチ2箇所を設定した。基本層序は、 I層:暗褐

色土(層厚20cm)、 II層:黄褐色土(層厚不明。花崗岩礫が少量混入。地山)となっている。掘削の

結果、薄い表土の直下で地山面が露出した。地山面では遺構は確認されず、遺物も出土しなかった。

当遺跡については村教育委員会の分布調査で縄文時代(前期̃晩期)の土器・石器が採取されてお

り、遺物から判断すると比較的長期にわたる遺跡であると推測されるが、今回の調査では埋蔵文化財

は確認されなかった。遺跡の中l亡高ま今回調査地より西側の丘陵奥側にあるものと思われる。

第85図 田代タテ遺跡調査地点
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ⅡI 市町村支援

3 高台移転予定地

新館遺跡(JG50-2327)

所在地:九戸郡野田村大字野田字場内地内

事業者:野田村

調査期日:平成24年l月31日(火)

新館遺跡は野田村役場の北西約0.5鳳に位置する。遺

跡は宇部川に沿って束へと舌状に張り出す丘陵部に所

在する。丘陵は南西から扶入する谷により3つに分割

されているが、そのうち中央に位置する丘陵が城館跡

であると考えられている。当遺跡は、天正20 (1592)

年の「南部大膳大夫分国之内諾城破却書上之事」に記

された破却される城名の中に見える「野田城」の擬定

地の一つとされている。 「新館」という呼称は、もとも 第86図 新館遺跡位置

と南の字三日市場地内の「古館」に拠っていた野田領

主が、城破り後に当地に移った、との伝承による。

今回の調査は震災復興に係る高台移転予定地の造成工事範囲が遺跡の一部に及ぶため、当該範囲に

っいて試掘を実施したものである。調査対象は、遺跡西側を区切る谷の法面部分である。谷は南側か

ら丘陵基部から断ち切る形で挟大しており、この谷自体は自然の地形と捉えられるが、谷の法面が普

請による人為的な急斜面(切岸)であるか、また斜面に城館に関連する遺構がないか等について確認

した。調査地の堆積土は、 I層:表土(層厚10へ20cm)、 II層:褐色土(30cm。礫を多く含む。斜面

上部からの崩落土か)、 ⅡI層:黄褐色土(層厚不明。地山)、 IⅤ層:岩体(層厚不明。地山)、という

層序を示している。谷の法面にトレンチ3箇所を設定したところ、薄い表土層や斜面崩落土の下位

に、地山の粘土層または岩体が確認された。普請の痕跡は見られず、城館に関係する遺構は確認され

なかった。この状況からみて、今回調査範囲の急斜面は人為的なものではなく自然地形であると推測

される。なお、遺物は全く出土しなかった。以上から工事による遺跡への影響はないと判断した。

※平成24年度、城内地区の高台移転計画が変更され、当初は工事範囲から外れていた、主部を含む城館のほぼ全域が工事

される形となった。当課では計画変更に対応して再度の試掘調査を実施し、その結果を承けて主に頂部平場について発掘調査

を実施した。

第87図 新館遺跡調査地点



4 一般住宅建設

中平遺跡(JG60-0258)

所在地:九戸郡野田村野田第22地割ほか

事業者:個人

調査期日:平成23年5月20日(金)、 8月8日(火)

平成24年2月8日(水)

中平遺跡は九戸郡野田村の北東部、野田村役場の南

西約l.8鳳、明内川と泉沢川に挟まれた台地上に所在

している。当遺跡は昭和20年代の発掘調査の結果、古

代の大規模集落跡であると推測され、一部(野田中学

校の西側隣接地)は昭和29年に県史跡に指定された。

当遺跡については、村事業(公共下水道整備)にとも

なって当課が試掘・発掘調査を実施し、竪穴住居跡や
第88図 中平遺跡位置

土塊等の遺構を検出している。今回の試掘調査は、遺

跡内で一般住宅の建設が計画されたことにともない、野田村教育委員会からの依頼を受けて代行した

もので、合計3地点で実施した。

調査地① :野田中学校の西側に隣接する宅地である。周辺は既に区画整理されており、南側2区画

目が調査地③である。トレンチ5箇所を設定したが、いずれのトレンチでも表土直下で暗褐色の地山

が見られた。遺構・遺物は確認されなかった。

調査地② :遺跡の西側、野田中学校と村道を挟んで北側に隣接する畑地497誼である。現況は宅地

および畑地で、一部には建物のコンクリート基礎が残存している。住宅建設予定部分を中心に、トレ

ンチ5箇所を設定した。土層の堆積状況を見ると、旧表土(黒褐色土、 10へ20cm)がごく薄く、漸

移層を挟んで地表下25→35cmで地山が露出する。調査の結果、土坑1基が検出されたが、ビニール

片を含むもので現代のゴミ焼き穴と判明した。他に遺構と推測される痕跡は検出されず、遺物も全く

出土しなかった。

調査地③ :野田中学校の西側に隣接する宅地で、調査区①の2区画北側にあたる575壷である。ト

レンチ4箇所を設定したところ、表土下で最大50cm程の盛土層が確認された。盛土は北西方向で厚

みを増しており、黄褐色砂質土の地山が北西側の谷に向けて落ち込んでいる状況が見られ、現地形が

造成によるものであると判明した。盛土層から縄文土器数点が出土したのみで他の遺構・遺物は検

出されなかった。

今回調査した3地点ともに、程度に差はあれ地形改変を被っており、遺構・遺物は殆ど検出されな

かった。

第89図 中平遺跡調査地点
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ⅡI 市町村支援

5 保育所建設予定地

大平野遺跡(JG60 - 0306)

所在地:九戸郡野田村野田第15値割ほか

事業者:野田村

調査期日:平成23年8月9日(火)

大平野遺跡は九戸郡野田村の北東部、野田村役場の

南西約0.7鳳、明内川と泉沢川に挟まれた台地上に所

在している。当遺跡の西側には、県史跡野田竪穴住居

跡群を含む中平遺跡が隣接しているが、当遺跡の載る

地形面は中平遺跡より僅かに低い面である。当遺跡に

ついては、公共下水道管埋設や村道拡幅工事に係り発

掘調査が実施されており、陥し穴や土坑・溝跡等が検

出されている。今回の試掘調査は、遺跡内で保育所建 第90図 大平野遺跡位置

設が計画されたことにともない、野田村教育委員会か

らの依頼を受けて実施したものである。調査地は遺跡中央付近、村道南側に隣接する草地である。調

査地は北側がやや高く、中央から南側へと緩やかに傾斜している。なお、北側には立木が多数残って

いたため、当該部分については掘削可能な範囲で調査を行った。

調査地全体にトレンチ16箇所を設定した。層序は、 I層:表土(層厚20→40cm。草根多量に混

入)、 II層:黒褐色土(0へ30cm。地山ブロック多量に包含し、南側斜面下方で見られる。人為層

か)、 Ⅲ層:黒褐色一黒色土(0へ20cm。北側村道脇付近で見られる)、 IⅤ層:黄褐色粘質土(層厚不

明。地山)となっているが、全般に調査地の土層堆積は浅く、基本的に表土直下がIⅤ層(地山)とい

う様相であった。南側のT12̃16で整地層(II層)、北辺付近で自然堆積層(Ⅲ層)がそれぞれ見ら

れることから、調査地

が地形改変されている

ことがわかる。

調査の結果、 T2で

竪穴住居跡が検出され

た。検出面が表土下約

20cm程度と浅かったた

め、検出時にほぼ床面

付近まで掘り下げてし

まったが、床面と思わ

れる面で炭化材や焼土

が確認された。焼失住

居と思われる。埋土か

ら土師器・須恵器の小

片が少量出土してお

り、平安時代に属する

ものと推測される。一

方、 T4・ 6・11で土

第9「図 大平野遺跡調査地点
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抗、 T3. 6. 10・ llで陥し穴がそれぞれ検出された。土抗は径50-80cmの円形を呈するもので

時期不明である。また陥し穴は幅25̃60cmの溝状を呈しており、その形態から縄文時代に属するも

のと推測される。なお、南側(斜面下方)のT12̃16では遺構は検出されなかった。

調査の結果、北側の微高位面に住居跡・土塊等の遺構が存在するが、緩斜面下方では次第に希薄と

なっていくことが判明した。中平遺跡から連続する古代集落の広がりは今回調査地の北側にまで及ん

でいると思われる。

(平成23年度、当課直営で発掘調査を実施済み)

第92図 大平野遺跡試掘トレンチ位置
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ⅡI 市町村支援

6 -般住宅建設

荷竹日向量遺跡(しG63-0231)

所在地:宮古市津軽石第16地割荷竹日向地内

事業者:個人

調査期日:平成23年9月12日(月)へ9月14日(水)

荷竹日向I遺跡は宮古市役所の南南西約9.3鳳、北東

へと流れる七田川左岸の丘陵裾の緩斜面部分に立地し

ている。調査は個人住宅建設に係る試掘であるが、宮

古市教育委員会からの支援要請を受けて当課が調査を

実施したものである。住宅用地全体にトレンチを設定

して掘削した。調査地は遺跡南西側にあたり、現況は

畑地である。調査地には表土(I層)直下で黒色土

の厚い堆積(賞I層)が見られる。斜面下方(南東側) 第93図 荷竹日向I遺跡位置

ではII層直下に淡黄色のパミスが厚い層をなしていた

(IⅡ層)。当該パミスは中撮浮石に相当するものと思われる。パミス層の下は、黒褐色土(IⅤ層)を

挟んで黄褐色土の地山(V層)となる。

調査の結果、縄文時代と推測される陥し穴状遺構2基が検出された。 2基ともに溝状の陥し穴であ

る。検出面はV層上面である。より上位層から掘り込まれていたと思われるが確認できなかった。ま

た、当遺跡の別地点で市教育委員会が実施した調査において縄文時代早期の遺物が出土していること

から、 IⅤ層で縄文時代前期以前の遺物が出土すると予想されたが、出土しなかった。

調査成果からみて、今回調査地は縄文時代の狩り場だったと推測される。

O l:3 「00m

遺物観察表(3)市町村支援

第94図 市町村支援関連調査出土遺物
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調査一覧

(l)発掘調査 ※アミフセ部分はI.IⅡ章で記載したもの

No. 調 杏 期 日 事 業 名 事 業 者 道跡名 所在地 検出遺構 

l ′成23年4月25日へ27日 
一一般県道高徳間熱沢尻線 県南広域振興局土木部 

鳩岡崎下通過跡 ヒ上面 土塊3、柱穴l、土師器 
田地区歩道設駅工事 ヒ上土木センター 

2 平成23年8月3日へ5日 
畑地帯総合整備草葉 県北広域振興局縫政部二戸臓林 

上川II遺跡 ‾戸市 竪穴住居1、柱穴4、縄文土器 
(担い手育成型) ‾興センター農村整備室長 

3 平成23牢8月23日へ26日 付ダム建設事業 

I岸広域振興局土木郵 船渡土木センター 、‾付ダム建設事務所 

《飼沢高炉跡 一田町 土塊2 

4 平成23年9月26日へ28日 
畑地帝総合整備車梁 県北広域振興局農政部二戸農林 

上平Ⅲ遺跡 一戸市 土塊2、縄文土器、石器 
(担い手育成型) 興センター廃村整備室 

5 ′成23年10月11日へI4日 
萱常体育成基盤整備専業 県南広域振興局饅政部 可能性あり 

ケ埼町 なし 
賀中部六原地区 隣村整備室 ①へ③ 

6 成23年11月1日-2日 
営体育成基盤整備事業 県南広域振興局幾政部 

古城林道跡 奥州市 狸1 
古城第2期地区 一巻村整備室 

7 ′成24年1月23日へ2月8日 育園舎建設工事 田村 平野遺跡 巻市 
竪穴住居、土塊、柱穴、満、 _師器 

8 成24年2月29日へ3月1日 
営体育成基盤整備事業 県南広域振興局提敏郎 

古城林道跡 州市 穴 
古城第2期地区 寒村整備室 

9 ′成24年3月12日へ14日 やぎわの園整備押葉 
廉健福祉部 陣がい保健福祉課 

中野A遺跡 巻市 文土器 

(2)試掘調査 ※アミフセ部分はII. III章で記載したもの

No, 調∴住 期 日 事 業 名 i」書∴業三∴者 遣跡名 所布地 

l 宮城23年5月〔=i 鶏舎建設 仕出Iフーズ すい沢遭跡 (封印IJ 

2 車載23年5月1=l ・般I乱逆45号 雨用道路 山上交通省東北地方維傭局三陸国道事務所 可能性あり①)、く主音 陛面高田巾 

3 平成23年5月20日 一般住宅建設 固人 中平遺跡 田村 

4 車載23年5月26「I 畑地雄総合雑備事業(担い手支援型) 
県北広域振興局畏政部二戸農林振興センタ一 葉村酪鶴塞 

人肌III遇跡隣接地 ーI唖J 

5 宮城23年5月26II 畑地硝総合雑鮪事業(担い手支援型) 
県北広域振興局臓政都二戸臓林振興センタ一 段村縫傭葦 

日出萱遺跡隣接地 二戸両 

白 半I戒2こう中三(月」20【I 河川総合開発事業(津付ダム建設事業) 
沿樟広域振興局上木部大船渡土木センター 津村ダム迎殺事務所 

子飼沢I遺跡隣接地 I帥岬J 

7 直球2:う中三6月2(月1 北上IiI中流部治水対策事業(立化地iメつ 同上交通省東北地方燈鮪局岩手河川同道事務所 臆立I短常道跡 北上巾 

8 宮城23年6月2=l 一般国道46号膿岡冊ノ〈イパス 国土交通省東北地方整備局岩手河川司道事務所 松島遣跡隣接地 幕間巾 

() 宮城23年(うり27= 総合流域防災事業 麓岡広域振興局上木部 百日木遺跡隣接地 盛岡吊 

10 半減23年(月」27= 地方特定道路雑備事業 県南広域振興局士本部化巻上木センター 
二坊本館遺跡 黒岩城跡隣接地 

北上吊 

11 平成23年6月30日 般国道4号水沢粟バイパス 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 熊之堂遺跡 奥州市 

12 平成23年7月7日へ8日 ●北櫛断自動車道釜石秋田線 国土突通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 新里問木野遺跡 ’野市 

I3 宮城23年7月12II→13= 砂利採取計画 増登時教育委員会教育 lロコ両道跡 堪巻町 

14 宮城23年7月15Ii 経営体育成基盤整備事業 都鳥3期他医 県南広域振興局農政部農村整傭蜜 作出放題跡 奥州巾 

15 宮城23年7月19Ii-2(月】 一閃遊水他事業(磐井川堤防改修) 国土交通省東北地方鱒傭局岩手河IiI国道事務所 可能性あり① 一当叫I五 

16 車載2:自信7月28口 緊急地方道路紹備事業 県南広域振興局士木部遇野土木センター 
富野日II・上官野田 、’’跡隣接地 

書野樟 

17 平成23年8月8日 般住宅建設 同人 中平遺跡 田村 

18 成23年8月9日 保育所建設 野田村教育委員会教育 大平野遺跡 ・田村 

1〔) 車載23年8月19【l 
地域通搬道路維搬出f葉書-般国道282号 西根バイパス 

盛岡広域振興局=二本部岩手土木センター 束部落!I遇跡隣接地 八幡当直 

20 成23年9月8日 
吐会費本総会交付金軍楽 (村道沼袋田代線改良工事) 

田野畑村教育委員会教育 田代タテ遺跡 田野畑村 

2l 平成23年9月12日へ14日 一般住宅建設 宮古市教育委員会 荷竹田的重遺跡 営古市 

22 宮城23隼9月20子】 個人住宅新薬 藤沢町教育委員会 新町塚 藤沢町 

23 半成23年9月28日 也域述鵬道路縫鮪事業 県南広域振興局土木都連野十本センター 砺内野的題跡 ’野直 

24 半成23年10月:自書i 梁川ダム建設事業 盛岡広域振興局土木部梁川ダム建設事務所 細野A道跡 盛岡巾 

25 半成23年10月3=-4= 
北上川し二流流域下水道事業 篤宿幹線築造3・ 

北上川上流流域下水道草務所 
戸沢遇跡、戸沢餓 

雫石町 
ロメ(管染工)工事 ’I跡 

26 宮城23年10月7口 一・般i部芭45号∴高I吊道路 国土交通省東北整備局三陸国運串務所長 可能性あり① 陸前高「出直 

27 辛成23年10月1=‾i 古館地医予防治山事業 県南広域振興局農政部花巻農林振興センター 大迫械遁跡 化巻背 

28 辛成23年10月19口 経営体市城基盤整備事業 和算中部第I母軸メ 県南広域振興局臓政部北上農村絃傭センター 師部餉伊達領境塚 北上事 

ー80-



調査一覧

No. 調 布 期∴11 事 業 名 事∴∴葉∴∴者 遺跡名 所在地 

29 竹城23年10月2=「 経営体宵成基盤雑碑事業 夏用3期弛医 県南広域振興局臓政部一関農村離傭センター 涌ケ崎遺跡 十判i庁 

30 証成23年10月24日へ26日 営体育成基盤整備押葉 県南広域振興局鰻政部農村整備室 

町遺跡 ‾本木遺跡 可能性あり 

州市 

31 平成23年10月27日へ28日 営体育成基盤整備専業 県南広域振興局俊政都一関腱村整備センター 可能性あり⑪ 一関市 

32 平成23年10月27日へ28日 
地域連携道路整備事業一般国道106号 呂古画道路 

沿岸広域振興局土木部宮古土木センター 公山館遺跡 呂古市 

33 宮城23牢10月3=i 
一般県道清水野村崎野線飯豊弛匪 

県南広域振興局上木部北上上本センター 
中大堰川遺跡および 

北上事 
少道整備事業 隣接地 

34 

宮城23年10月31日 主要地方通園・I姑北上線荒谷地医 
県南広域振興局土木部 

荒谷運跡 
奥州巾 

11I‾」8日 道路改良工事 可能偉あり善音 

35 中城23隼11月l日 経営体育成鳩鰊整備I喋 古城2期地i来 県南広域振興局農政部段村整傭蜜 
古城林道跡 可能性あり、9 

奥州両 

36 当成23年11月2口 経営体育I即定盤雑個事業 喪新聞地区 県南広域振興局農政部農村縫備掌 
養ヶ森B遇跡 可能性あり〇一③l 

奥州直 

こう7 半成23年11月7日へ8日 一般国道45号,邦子道路 国土交通省東北地方雑㈱局二鵬同道事務所 中井遺跡 大船渡直 

38 ′成23年11月9日 一般国道45号 高田道路 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所 瓜畑遺跡 陸前高田市 

39 半減23年11月10日 防火水榔雑傭了事業 「曜朝l】村 浜岩泉萱I遇跡 田野畑村 

40 半威23年11月10口 村道沼袋7号線道路改良舗装事業 用郵相村 坂の下遺跡 I醇瑚Ii村 

41 半戒23年11月1=i 
平成23年度戸別所得補償円滑化基盤事業 県北広域振興局臓政部二戸臓林振興センター 

可能性あい〇、〇 一戸町 
二戸丁広域第2地Iメ. 農村整備率 

42 宮城23年11月14日 中山間地域総合畿個事業 盛岡広域振興局農政部臓村整備室 印しi遺跡隣接地 葛巻町 

43 車載23年1=○」14口 
経営体育成韮鍵整備草葉 和質中部第凹地医 

県南広域振興局臓政部北上農村解傭センター 南部飢伊連鎖境塚 北上両 

44 ′成23年11月15日へ16日 北上川中流部治水対策事業(二子地区) 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 中村追跡 ヒ上市 

45 
平成23年1〇月16日 営体育成基盤整備専業 

県南広域振興局鍵政部北上幾村整備センター 
二十大町I遺跡 三十人町H遺跡 久田H遺跡 

ヒ上市 
11月28日へ29日 和賀中部第四地区 

高田坂遺跡隣接地 1大坂I遺跡 欠ノ下台地遺跡 

46 ・′成23年11月21日へ22日 経営体育成基盤整備専業 県南広域振興局麓政部麓村整備室長 山遺跡 州市 

47 車載23年11月24円 
経営体育成韮鯉縫傭草葉 和賀中部六原地医 

県南広域振興局臓政部農村雑㈱蜜長 可能性あり音③ 金ヶ崎町 

48 平成23年11月25日へ29日 営体育成基盤整備専業 県南広域擾興局稜政部廃村整備室長 

赤石遺跡隣接地 可能性あり⑫、⑲、⑰、 8、⑳ 

ケ崎町 

49 平成23年12月5日 一般国道4号 盛岡北道路 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 
穴口遺跡及び隣接地 久保Ⅲ遺跡 

盛岡市 

50 辛成23隼12月7日 申し即l」地域総合雑傭事業 県南広域振興局農政部北上農村整鮪センター 西部追跡 化巻直 

51 幸成23隼12月12口 朋地帯総合整備事業(担い手支援型) 
県北広域振興届農政部二戸農林振興センター 大畑口述跡 

一戸町 
農村雑鮪軍 上家両道跡 

52 平成23年置2月13日 中山間地域総合整備部薬西風高瀬地区 沿岸広域振興局農林部大船渡健林振興センター 満水遺跡 田町 

53 平成23隼12月14日 一般国運46アナしッ森遇跡事業 国土交通省東北地方整欄局岩手河川国道事務所 ヒッ森遵跡 雫石町 

54 半成23年12月14「l 経営体育成基盤整備事業(適作条件整備型) 沿岸広域振興局鮮林部大船渡臓林振興センター 

伸の沢II道跡 上郷根遺跡 新出I萱量適跡 新規遇跡 

陸前高田巾 

55 半減23年12月21日、27日 災書公営住宅整備事業 県士整備部建築住宅課 
吉里吉里萱!遺跡 および隣接地 

大樹町 

56 平成24隼1月16日 一般国道45〉j・前田道路 田上交通省東北地方縫㈱I,荘i手河川国道事務所 可能性あり① 陸前高田直 

57 平成24年1月18日 経営体育成基盤整備事業 古城2期地区 県南広域振興局農政部農村整傭室 古城休題跡 奥州直 

58 平成24年1月19円 
地域自主戦略事業(交通安全) 一般県道駒沢東山線 

県雨広域振興局土木部 田高!I遺跡 奥州事 

59 成24年1月31日 高台移転予定地 田村教育委員会 餌遺跡 田村 

60 成24年2月8日 一般住宅建設 田村教育委員会 田竪穴遺跡 田村 

61 平成24年2月14円 山域特定道路整備専業 砺ノ木一冊西地区 沿岸広域振興局土木部岩泉土木センター 可能性あり④ 岩泉町 

62 辛威24年2月I6日 中山間地域総合整備事業 中層地区 県南広域振興局農政部北上農村整繍センター 
下中居I遺跡 下中層I量I遺跡隣接地 

花巻串 

63 成24年2月17日 県南蒔少年の家職員公舎売却 県教育委員会教育企画室 場遺跡 金ヶ崎町 

64 平成24年2月29日 一般国運45号 吉浜道路 国土交通省東北整備局三陸国道事務所 吉浜減退跡 大船渡河 

65 平成24年3月6日へ9日 申山間地域総合整備事業西風高瀬地区 沿岸広域振興局度林部大船渡飽林鍍興センター 下浦水遺跡 田町 

66 平成24年3月26日 ‾北棟断自動車道釜石秋田線 国土交通省東北整備局三陸国道導務所 不動ノ滝遺跡 石市 
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(3)分布調査

1緊急地方道路灘朝川撲主要地方道花巻北上線島地医 県南広域振興局土木部花巻土木センター

No. 遺跡コード 遭跡名 時代 避棚・進物 fi梱り 所l 地 調査日 備考 

1 ME36-0218 高木中飢遺跡 細文・一宮( 敵布地 化巻 片栗十二丁‾円地内 幸成23〈 4月19日 周知 

2 :訪中1餌題跡隣接 花巻河東十 二十目地困 平成23〈 4月19口 

3 ME36-2377 天木造跡 鮒文・古代 敵布地 化巻前葉十二十日地内 辛成23年4月19十I 周知 

2 一閃進水他事業(第2管理用通路) 国土交通省東北地方鰹繍局岩手河川軌道事務所

No. 適跡コード 道跡名 時尺 述榔・造物 種別 所 在 地 調杏【」 備考 

l NE76-1279 餌岡II週跡 縄文・中近世 敵布地、城餓跡 l巧拙丁長兄’十二餌 岡 早成23年5月10日 周知 

2 NE76-1279 餉岡!I遇跡隣接地 半泉間J長島’手鍋岡 半戒23隼5月10日 可能他あり 

3 NE7(う-1〔う83 小高飾遺跡 緋又・中近世 阻文士鵠・上帥鵠・主都・堀 戊館跡 l巧と冊J長島’字古館 幸I或23年5月10日 周知 

3 i集落基能整個事業(地域I明く型) 盛岡広域振興l即せ敏郎農村雑備軍

No. 遺跡コード 過跡名 時尺 遇構・遣物 柵別 所 在 地 調杏日 備考 

l しE15-1160 太田蝦夷恋古墳群 奈良 古墳、倣布地 盛岡市上人田地 句 当 成23年5月16日 

2 しE15-2317 志波城跡 半安 土師機片 減価跡 盛岡市下太田地 句 当 戚23年5月16日 

3 しE16-2081 上越場A遣跡 古代 集落跡 盛岡串本宮地囚 平成23年5月重6日 

4 集落基盤整備し」撲(地域用水聖) 盛岡広域振興届臓政部費村整備室

No. 遇跡コード 遺跡名 I 行く 遺構・遣物 種別 所 在∴地 調査日 備考 

1 しE15-0188 納 聞遺跡 辛安 故布地 盛岡直上太団地 対 宮城23年5月16日 

2 しE15-1239 工 野屋敷遇跡 古代 敵布地 盛岡巾上人田地 勺 車載23年5月16日 

3 しE15-0292 松ノ木適跡 当安 集落跡 盛岡巾上太田的 句 平成23年5月16日 

5 集落基鯨維傭事業(地域用水塑) 盛岡広域振興I親筆敏郎農村整備室

遺跡コード 遇榔・遣物 所 在 地

岩手町沼宮内地内他 平成23年6月7日

6一級河川髄川筋治水施設整備事業 県南広域振興局土木部北上土木センター

適跡コード 過儲・遣物 所 在 地

西和賀町沢内写真沢地内 平成23年5月27日

7 広域河川改修理業一級河川北上川 盛岡広域振興届土木部岩手土木センター

遺跡コード 遺構・遺物 所 在 地

岩手町沼宮内地内他 平成23年6月7日

8 緊急地方道路艶欄草葉 盛岡広域振興局土木部岩手土木センター

遵跡コード 遭郁・遇物 所 在 地

八幡平市電ヶ森地内 平成23年6月7田

9 北上IiI狭陰地色治水対好事栗 国土交通省東北地方整櫛局岩手河川国道事務所

適跡コード 遺構・遺物 所 在 地

藤沢町●小目形地区 一、自戒23年6月2I日

10 森林管理道側福線開設」理、森林管理追給博1号緑樹段上き亨事 盛岡広域振興局称揚部

過跡コード 遺構・遣物 所∴在 地

均巻町田部・堪巻町江刈 平成23年6月22出

= 中間削地域総合絃傭草葉江刈地区 盛岡広域振興局臓政部臓村整備室

No. 遺跡コード 過跡名 時代 運榔・遭物 種別 所∴在 他 調査日 備考 
1 堪巻町江刈地内 平成23年6月22日 

12 経営体育成基盤整備事業(適作条件絃鯛型) 沿岸広域振興局鑓林部大船渡臓林振興センター

遇跡コード 逝榔・遺物 所∴存 地
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調査一覧

1 NF57-1063 伸の沢II適跡 縄文 散布地 陸前高田串竹駒町地内 平成23年6月28日 周知 

2 NF57-IO41 上郷棍述跡 縄文・弥生 敵布地 前高圧 け竹駒町地内 平成23年6月28日 周知 

3 NF57-IOlO 新規 陸前 串間 庁竹駒町地内 平成23年6月28日 新規 

4 NF56-1308 新田IIユ遺跡隣接地 縄文 敵布地 陸前高 肯竹駒町地内 平成23年6月28日 周知 

5 NF56-0388 北平遺跡 縄文 敬布地 陸前高田 缶竹駒町地内 平成23年6月28日 聞知 

13 経営体育成基盤整備専業(適作条件整備型) 沿岸広域振興局農林部大船渡摸林振興センター

No. 遇跡コード 遺跡名 時代 遺構・遇物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 MF86-0064 新田山I遺跡 縄文 敵布地 住田町上有住新出山開拓地地内 平成23年6月29日 周知 

2 MF86-0081 新出山!I遇跡 縄文 散布地 住田町上有住新田山開拓地地内 平成23f 6月29日 周知 

3 MF85-0396 新田山Ⅲ遺跡 細文 倣布地 住田町上有住新出山開拓地地内 平成23f 6月29日 周知 

4 MF86-1084 孝の澗遺跡 縄文 散布地 住田町上有住新田地内 平成23年6月29日 周知 

14 道路環境改琵事業(防雪、凍雪害防止) 県南広域振興局土木部北上土木センター

遺跡コード 遺構・遣物 所 在 地

可能性あり 西和賀町貝沢地内 平成23年7月1日

15 経営体育成基盤整備事業(六原地区) 県南広域振興局農政部農村整備室

No. 遺跡コード 適跡名 時代 遺構・遺物 離別 所 在 地 I 在日 備考 

1 ME75-2156 上大谷地遺跡隣接地 須悪器・土師器片 北上串柿去町字上大谷地 平成23年7月4円→7日 

2 ME84-0363 新館遺跡隣接地 金ヶ崎町六原字新館地内 平成23年7月4日→7日 

3 ME85-0055 餌平遺跡隣接地 金ヶ崎町六原字館平地内 平成23年7月4日→7日 

4 ME85-0191 二ノ町道跡隣接地 金ヶ崎町六原字二ノ町 平成23i 7月4ロー7日 

5 ME85-0125 土井道跡隣接地 北上串柿去町字土井 平成23’ 7月4ロー7日 

6 ME85-0188 前稗沢遭跡隣接地 北上市相去町子前科沢 平成23’ 7月4日へ7円 

7 ME85-1059 適所森館遺跡隣接地 金ヶ崎町六原字堂新森適下 平成23 7月4日へ7日 

8 ME85-IO41 赤石避跡及び隣接地 奈良・平安 敵布地 金ヶ崎町六原字亦石地内 平成23年7月4日一7日 周知 

9 可能性あり9 須 忠勝・土師器片 金ヶ崎町六原字上ノ町 平成23年7月4日一7日 

10 可能性あり10 須 恵器片 北上市相去町上大谷地 平成23句 7月4日へ7日 

11 可能性あり11 金ヶ崎町六原宇内ノ町 平成23年7月4ロー7日 

12 可能性あり12 金ヶ崎町六原字ニッ森 平成23年7月4日へ7日 

13 可能性あり16 金ヶ崎町六原事大持 平成23年7月4ロー7日 

14 可能性あり17 金ヶ崎町六原字二ノ町 平成23’ 7月4ロー7日 

15 可能性あり18 金ヶ崎町六原字平逆下 成23年7月4日→7日 

I6 可能性あり19 北上面相去町下士井 三成23年7月4日一7日 

17 可能性あり20 土師器・須恵盤片 金ヶ崎町六原字赤坂 王威23年7月4日へ7日 

16 治山事業重染寺地は 県南広域振興局林務部

遇跡コード 遺構・遺物 所 在 地

奥州串江刺は垂染寺地内 平成23年7月19日

I7 地域づくり緊急改普軽業師帯地区 県北広域振興局土木部二戸土木センター

遺跡コード 遺構・遺物 所 在 地

一戸町姉帯地内 平成23年8月5日

18 除雪機械等整備事業一般国道106号区界地区除雪機械格納庫敷地造成 沿岸広域振興局土木部宮古土木センター

遺跡コード 遺構・遺物 所 在 地

宮古市区界地内 平成23年8月8日

19 一般国道106軍 都南川日道路 国土交通省東北地方整備局岩手河II旧道事務所

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・遺物 種別 所 在 地 調査日 備考 

l しE-27-1168 新道I遇跡 縄文・古代 集落跡 盛岡‾ 了手代森第6地割新道地内 斗 成23′ 8月8日 周知 

2 しE-28-1021 田ノ沢B遺跡 郷文 敵布地 盛岡市川目第8地割地内 平成23年8月8日 周知 

20 平成23年度戸別所得補償実施円滑化基盤整備事業 社団法人岩手県農業公社

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・遺物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 可能性あり① 一戸町西田子地内 平成23 8月9日 

2 可能性あり② 一戸町田田子地内 平成23年8月9日 

21経営体育成基盤事業石山地区 県南広域振興局農政部農村整備室

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・遺物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 NE18-0111 石山遺跡隣接地 古代 須恵器 数点 赦布地 奥州市江刺区田原宇大日前地内 平成23年8月IO日 

2 MF17-0347 御免遺跡隣接地 縄文 須恵器 数点 赦布地 奥州市江刺区田原字御免地内 平成23年8月10日 

3 NE17-0367 松川遺跡および隣接地 縄文 須恵器、縄文土器、石器、剥片 敵布地 奥州市江刺区田原字大日前地内 平成23年8月10日 周知 
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22 梁川ダム建設押葉(付韓県道盛岡大迫東和線及び付替林道) 盛岡広域振興局土木部薬用ダム建設事務所

遺跡コード 遺構・遺物 所 在 地

細野A遺跡 盛岡市横田茂字細野地内 平成23年8月I8日

23 経営体育成基盤整備専業荻新田地区 県南広域振興局農政都税村整備室

No. 遺跡コード 逝跡名 時代 遇榔・進物 種別 所 在 地 調査日 備考 
l NE45-1336 襲ヶ森B適跡 縄文 敵布地 奥州市 市沢区楽所団地内 平成23年8月29日 周知 
2 可能性あり① 奥州市 市沢区襲新田地内 平成23年8月29日 
3 可能性あり② 奥州市子 菅沢区政新田地内 平成23年8月29日 
4 可能性あり③ 奥州市I 市沢区製新田地内 平成23年8月29日 

24 北上川治水対策事業(前沢地区、 I三両地区) 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所

No. 遺跡コード 遇跡名 時代 適榔・遣物 種別 所 在 地 調査日 備考 
l NE56-2IO8 大桜遺跡隣接地 奥州市 市沢区字大桜地内 平成23年8月29日 周知 
2 可能性ありI 奥州市了 市沢区宇島地内 平成23年8月29日 
3 可能性あり2 奥州市 市沢区字清一中村地内 平成23年8月29 
4 可能性あり3 奥州市 匂沢医学大曲地内 平成23年8月29日 

25 経営体育成基盤雑傭事業次丸地は 県南広域振興局農政部隣村整備室

遺跡コード 過構・遇物 所 在 地

奥州帝江刺区玉山 平成23年8月30日

26 経営体育成基盤整備」喋藤里北部期を 県南広域振興局臓政部農村縫鯛蜜

追跡コード 遺構・遇物 所 在 地

奥州市江刺区藤里地内 平成23年8月30ロー3I日

27 県噂交通安全施設整備I撲湯本地は 県雨広域振興局土木部花巻土木センター

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 述榔・過物 種別 所1 地
i, 

調査日 備考 
l 花巻市湯本地内

I- 
平成23年9月7日 

28 県埠交通安全施設整碑I操小過地区 県南広域振興局土木部花巻土木センター

No. 遇跡コード 遺跡名 I時代 遇構・進物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 花巻市東和町中通地内 平成23年9月7日 

29 原型交通安全施設整備現業半良木地区 県南広域振興局土木部花巻土木センター

題跡コード 遡構・遣物 所∴在 地

花巻帝辛良木地内 平成23年9月7日

30 林業地域総合雛鮪事業(地域自主戦略交付金)森林基幹道安孫・ 、1穂線 県北広域振興局臓政部二戸賞杯振興センタ一杯務蜜

遇跡コード 遇郡・遺物 所∴存 地

増巻町葛巻第50地判字鰻方地内 平成23年9月7日

31臓地整備草葉(経営体宮城硯)川又地区 県北広域振興局畏敬部二戸農林振興センタ一戦村整備室

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・遇物 種別 所 在 地 調査日 備考 
1 」E15-2303 罵洗場IX遺跡 鮒文 郷文士鵠 敵布地 二戸市浄法寺町野洗場地内 平成23年9月9日 周知 
2 可能性あり① 二戸市浄法寺町 考洗場地内 当 成23年9月9日 

32 戦地縫鮪事業(経営体育成I勘蔦薄地I圭 県北広域振興局臓政部二戸臓林振興センター農村整備室

No. 遇跡コード 遺跡名 時代 遇構・遺物 種別 所 在 地 調査日 櫛考 
l 可能性あり①(出ル町追跡隣接地) 一戸町田ル町地内 当 三成23年9月12日→I3日 
2 可能性あり②(只屋敷遇跡隣接地) 一戸町月舘地内 平成23年9月12田へ13日 
3 可能性あり③(内ノ沢遺跡隣接地) 一戸町月舘地内 平成23年9月12日へ13日 
4 可能性あり④(月 中坪遺跡隣接地) 一戸町月舘地内 平成23年9月12日へ13口 
5 可能性あり⑤(月舘 叶「坪II遺跡隣接地) 一戸町月 地内 平成23年9月I2日へ13出 
6 可能性あり⑥(楢上進跡隣接地) 一戸町月舘 地内 平成23年9月12日→I3日 
7 可能性あり⑦(舘遺跡隣接地) 一戸町月舘地内 成23年9月12日へ13日 
8 可能性あり⑧(利子 一団追跡隣接地) 一戸町中里地内 平成23年9月12日へ13日 
9 可能性あり⑨(袖千田遺跡隣接地) 一戸町中里地内 平成23年9月12日一13日 
10 可能性あり⑲(小滝餌遺跡隣接地) 一戸町一戸地内 平成23年9月12日へ13日 
11 可能性あり①(小滝餓遺跡隣接地) 一戸町一戸地内 平成23年9月I2日へ13日 
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調査一覧

33 治山事業 四錦地区 県南広域振興局林務部

遺跡コード 逝構・遇物 所 在 地

縄文・中世 敵布地・城餌跡 奥州市前沢区生母字西舗地区 平成23年9月13日

34 経営体育成基盤整備事業∴夏用地区 県南広域振興局農政部一関臓村整備センター

適跡コード 遇桃・遣物 所 在 地

一関市花泉町油島地内 平成23年9月13日

35 経営体育成堪能整備事業∴夏用2期地区 県南広域振興局農政部一関農村整備センター

遇跡コード 遇構・遣物 所 在 地

一関市花東町油津地内 平成23年9月13日

36 基幹水利施設ストックマネジメント事業岩手2期地は(湯本上工区排水路) 県南広域振興局農政部北上農村酪鶴センター

遺跡コード 遺構・遣物 所 在 地

化巻市搬塚地内 半威23年10月4日

37 ・般間道45号釜石I旧聞路 田上交通省東北地方駿備局三陸国道専務所

No. 遺跡コード 過跡名 時代 過構・遭物 種別 所 在 地 査日 備考 

l MG33-0097 沢田遭跡 鮒文・、丁と安 敵布地 大腿町人随地内 i成23勾 10月5 二1 周知 

2 MG23-2225 金敷韓遺跡 鋏薄 敵布地 大腿町浪板地内 辛成23〈 10月5 周知 

3 MG23-萱279 白石遭跡 敵布地 大腿町浪板地面 平成23年10月5 一-6= 周知 

4 MG23-139l 出揃ヶ沢週跡 縄文 敵布地 大腿町浪板弛困 

生成23年10月5子 年或23年11月17 一-6十1 「 

周知 

5 MG23-1373 円尾遇跡 鮒文 敵布地 大腿町浪板他国 生成23f 10月5日一6i」 周知 

6 MG23-1354 松磯遺跡 細文 敵布地 大腿町浪板地内 

宮城23年10月5日→6日 当成23年11月17日へ18日 

周知 

7 MG24-0013 大沢川遇跡 細文 敵布地 両田町船越地面 

半減23年10月6【「 半減23隼1=」17!」へ18十1 

用知 

8 MG14-2086 扇辛遺跡および隣接地 縄文 敵布地 両田町船越他国 

半成23年10月6口 平成23年11月17ロー18日 

用知 

9 MG14-1119 家の沢過跡 敵布地 向田町船越地内 宮城23年11月18 」、12月15日 周知 

10 可能性あり 大腿町浪板地面 直球23年10月6I」 

38 地域づくI)緊急改善事業 県南広域振興I離せ政部北上農村鰹繍センター

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 適榔・遺物 種別 所 在 地 調査日 鮪考 

1 NEO5-1077 剃田遇跡 金ヶ崎町鵬沢地医 三成23隼10月7i」 

2 NEO5-2004 構沢題跡 金ヶ崎町繊沢地区 半成2こう⊥ 10月7日 

3 NE3(う-1297 北籍遭跡 奥州 出航l引邸か白折居駅前地区 リ或23i 10月7「‾ 

4 NE36-1169 折居餓遺跡隣接地 奥州 両短尺区粟生沢地は 辛成23i 10月7H 

5 NE17-0347 御免遇跡隣接地 奥州- 置暮:刺区御免地は 平成23f 10月7日 

39 交通安全施設整備草葉 県商広域振興局土木部

No. 適跡コード 週跡名 時代 遇榔・遇物 種別 所 在 調査日 備考 

l ME86-2137 谷地遺跡 古代 須悪器 敵布地 奥州 市江・ 区稲潮字谷地地内 生成23年10月7日 周知 

2 ME86-1186 谷的II遺跡 平安 集落跡 奥Iii 市江刺 」匿稲潮字谷地地内 え成23年10月7 用知 

3 NE35-2018 上恩俗遺跡 緋文 敵布地 奥州 巾肥i 尺区小向宇土恩俗地内 王威23f 10月7 周知 

4 NEO5-1077 則岡遺跡 中世 経塚 金ヶ崎町永沢地内 三成23年10月7 周知 

5 可能性あり音〇、 金ヶ崎町永沢他国 王威23年10月7日 

40 交通安全施設整備持薬 県南広域振興局土木部

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・適物 種別 所 在 地 【 森口 備考 

1 NEO5-1134 春慶過跡 鮒文 敵布地 金ヶ崎町永沢他国 平成23〈 10月14日 周知 

2 NEO5-0196 清水過跡 弥生 敵布地 金ヶ崎町永沢地内 平成23勾 10月14日 周知 

3 可能性あり② 金ヶ崎町永沢地内 リ戎23f 10月14I二】 

4 NEO5-0282 黒沢遇跡 鮒文 敵布地 金ヶ崎町永沢地内 中城23勾 10月14日 周知 

41経営体育成基盤整剛喋(適作条件整僻的 県北広域振興局農政部二戸農林振興センター闘寸整備室

No. 遺跡コード 追跡名 時尺 遺構・遺物 種別 所∴布 地 訪 査日 備考 

1 IF74-1316 襲主2遺跡 縄文 敵布地 軽米町裳主地内 平成23年10月20日 周知 

2 可能性あり′① 土師器片数点 軽米町襲主地内 平成23年10月20日 

42 地域連携道路整鯛撲一般県道大川松草線本町一天広地区 沿岸広域振興局土木部岩泉土木センター

遺跡コード 遺構・遇物 所 在 地
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l 可能性あり 岩泉町大月i地内 平成23年10月21円 

2 KF77-0260 阜庭遺跡 鮒文・弥生 散布的 岩泉町大月i地内 平成21年10月21円 周知 

3 KF77-0174 大川大広遺跡 細文 散布地 岩泉町大川地内 平成23隼10月21日 周知 

43 -開運水地事業 性上交通省東北地方整備局岩手河IIi国道事務所

遇跡コード 遺構・遣物 所 在 地

奥州i臨郁尺区向谷起地内 幸成23年11月1円

44 .級河川北刷l水系副賞川災雷対策等緊急耀遊事業 県南広域振興局上本部北士上本センター

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 避構・造物 細別 所 作∴地 調査日 鮪考 

1 MD28-1255 頭無道跡隣接地 細又 散布地 埠和算町沢内字新町地内 二成23勾 11月4円 周知 

2 MD28-O139 欄間餌 遇跡 中 時 城餓跡 I璃頂町沢内字前郷地内 斗 二成23` 11月4円 周知 

3 MD70-2072 大杉沢萱V遺跡 約又 敵布地 坪和賀町沢国字川舟地内 平成23隼11月4円 周知 

45 般国道45号部も道端 匡=二交通省東北地方縫傭局三陸国道事務所

遇跡コード 遣郁・遣物 所 在 地

う需兵城跡隣接地 大船渡I巨三脚町吉浜字叶「井地内 自我23隼=月8円

4(う 災醤公営住宅経傭事業 県士整備部曲集住宅課

遇跡コード 遺構・遇物 所∴存 地

吉l勘古里1I遇跡 大槌町吉里吉里地困 辛成23年11月25手書l

47 災告複i間喋小白浜紡置酬メ 沿樟広域振興I子吊二本部

遺跡コード 遇構・遣物 所 在 地

釜石「I出自三間I丁字片樟地内 半成23隼11月25口

48 一般国道45号三陸沿岸道路(硝薬一陣I部捕I) 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

No. 述跡コード 遇跡名 時代 道筋・造物 桶別 所 在 地 調査日 備考 

1 可能性 あり音01 麗 高 j高 出直気仙町地内 半威24隼2月9ロー10日 

2 可能性ありき、 高 ] も 出直気仙町地内 宮城24〈 ・2月9「上-10「1 

3 NF76-1315 牧 ‖貝塚 細文・奈良・当安 貝塚 嗣 も 出直気仙町字牧田 自戒24〈 2月9円̃10口 周知 

4 可能性ありも 嗣 萄 帖章気仙町地内 :、l 威24〈 2月13円へ16目 

5 可 ど偉ありもl 阻 I 」 き 用II気仙町地内 当 成24` 2月13日へ16日 

6 可 自性三あり⑧ 臓 商 J 寄 回章気仙町地内 平成24句 2月13ロー16円 

49 一級国道45号 璃亨(畔道路(膏英一釜石) 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

No. 遇跡コード 遺跡名 時代 遺構・遺物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 NG=-1260 中層道跡隣接地 郷文 敵布地 大船渡「 i吉浜地内 平成24年2月20 周知 

2 可能乍 あり-○ 大船渡 i吉浜地内 叩 成24年2月20 

3 MG91-2369 霜月怖 山道跡 細文( 可へ後期)・弥生(後期) 集落跡・貝塚 釜石 I 丹 町荒IiI地内 当 成24年2月21 周知 

4 MG92-2055 荒川砂子波述跡 細文( 初期・中期) 包含地 釜石 月 丹 町荒川弛困 平成24牢2月2= 周知 

5 可能性あり\今、 釜石 月 丹 町帯川地面 平成24〈 ・2月22 -23円 

6 MG92-0133 小口浜遺跡 

細文(幸一晩期)・弥生(前期) ・近世 

集落跡 釜石車庫丹町中白浜地内 平成24年2月22円→23日 周知 

7 可能性あり③ 釜石 I甲子i J血走内地内 王威24年2月27円→28日 

8 MG71-2352 大沢2追跡 観文(中期) 改布地 釜石 了甲子I J同定内地内 i威24′ 2月27円へ28日 周知 

9 MG71-2209 大沢1遇跡隣接地 釜石 珂丁子I 町I句定内地内 王威24∠ 2月27日一28日 

10 可能性あり④ 釜石 I甲子I l耶り定内地内 王威24年2月27円→28円 

50 -殿田道45号三陸沿樟道路(釜石」CT→釜石中央IC) ,一般l珂道28こ汚釜石化巻道路(釜石一釜石西) 国土交通省東北地方整備/"十二陸田過事務所

No. 題跡コード 遺跡名 時代 述栖・遣物 種別 所 作∴地 調査日 備考 
1 可能性あり、D 釜石直中十時坪内地内 成24〈 三3月1日 

2 MG70-2209 大畑朝地遺跡 鮒又 倣布地 釜石I!岬仁子町人畑地内 三成24〈 三3月7日 周知 

3 MG70-2207 不動ノ沌遺跡 細文(中一晩期)・古代以降 敵布地 釜石事甲子町大畑地内 平成24〈 3月8円 周知 

51捜地等災樟複i「朝業仕取場候補地) 沿岸広域振興現せ林部大船渡農林振興センター

No. 追跡コード 遺跡名 時代 過構・造物 郎別 所 在∴地
. 調査日 備考 

1 NF66-0103 片他家蝕適跡 近世 城餌跡 陸前高子用事矢作町字片他家地内 平成24年3月2日 周知 
2 NG=書2300 Iチリ浜貝塚 郷文 貝塚 大船渡再三 町吉浜手機石地内 平成24年3月2円 周知 
3 NGl主1260 中井遺跡 郷文 敵布地 大船渡高三隣町吉浜手中舛地内 平成24年3月2日 周知 

52 ‾般国道4拐三陸沿樟道路(山田一宮古) 国土交通省東北地方整備局三陸国運事務所

遇跡コード 遇構・遣物 所 在 地
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調査一覧

1 しG94-0024 沢田III遺跡 縄文 城餓跡 向田町 成24年3月6日 周知 

2 しG94-0025 邸木戸量量I遺跡 縄文、不明 敵布地・製鉄 山田町 斗 成24年3月6日 周知 

3 しG94-0005 割木戸III遺跡 縄文 敵布地 山田町 平成24年3月6日 周知 

4 しG94-0007 削木戸【萱萱遺跡 縄文 敵布地 巾田町 辛威24年3月6日 周知 

5 しG84-2096 問木戸IⅤ遺跡 縄文・近世 築港・一里塚 山田町 平成24年3月6日 周知 

6 しG84-2098 削木戸V遺跡 縄文、不明 敵布地・生産遺跡 向田町 辛成24I 3月6日 周知 

7 しG73-1390 下田名部!I遺跡 縄文、不明 敵布地・生産遺跡 山田町 平成24i 3月6日 周知 

8 しG94-0024 艶聞横新田I遇跡 縄文、不明 敵布地・生席題跡 山田町豊間根 平成24f 3月6日 周知 

9 可能性あり 山田町臆 聞根 平成244 3月6口 

10 しG63-2129 石嶋I重遺跡 縄文、不明 敵布地・生産遺跡 向田町十 湿り棋 平成24年3月7日 周知 

11 しG63-2109 内餌追跡 叶「世 械餓跡 向田町賞 蹴聞棋 辛威24年3月7日 周知 

12 しG63-0280 術竹日影I萱遺跡 不明 散布的 宮古市 平成24年3月7日 周知 

13 しG63-02131 術竹日向暮過跡 細文・古代 敵布地 宮古 J 平成24年3月7日 周知 

I4 しG63-0200 払川III過跡 縄文"古代 敵布地 宮古 J 半威24年3月7日 周知 

I5 しG53-2291 払川II遺跡 郷文・古代 集落跡 宮古 J 平成24年3月7口 周知 

16 しG53-220I 根井沢穴田I∨遺跡 鮒文 敵布地 宮古市 平成24年3月7日 周知 

I7 しG53-1273 棟井沢穴田I述跡 縄文・古代 敵布地 宮 与市 平成24年3月12→13日 周知 

18 しG53-1266 沼里館遺跡 中世 城餅跡 富 与市 辛成24年3月12-13日 周知 

I9 しG53-1225 沼里遇跡 縄文・奈良 集落跡 宮古串 宮城24年3月12→I3日 周知 

20 しG53-1207 津軽石大森遺跡 縄文 敵布地 宮古市 平成24年3月12-13日 周知 

21 しG53-0268 罵越I遺跡 細文・古代 敵布地 宮 †市 成24年3月12→I3円 周知 

22 可能性あり2 宮古市 斗 ・成24年3月12-13日 

23 しG53-0313 金浜V遺跡 縄文 敵布地 宮古市 平成24年3月12-I3日 周知 

24 可能性あり3 宮古 J 平成24年3月12→I3日 

25 しG43-2363 金浜II遺跡 古代 集落跡 宮古 J 平成24年3月12-13日 周知 

26 可能性あり4 宮古市 平成24年3用量2-13日 

27 しG43-2209 葬の神1II遺跡 細文・古代 集落跡 宮古市 平成24年3月12→13日 周知 

53 北上川治水対策事業(甘木地区) 国土交通省東北地方整備局岩手河川国連事務所

No. 遁跡コード 遺跡名 時代 遇榔・遣物 種別 所 在 地 調査日 備考 

1 しE77-2I59 下川煩I遺跡 古代 散布地 紫波町南口 日宇下川i原地内 平成24年3月16日 周知 

2 

可能性あり (南日詰小路口I遺跡隣接) 

紫波町南口語学小路口地内 平成24年3月16日 

54 一般国道45号三陸沿岸道路(宮古一田老、田老→岩泉) 国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所

No. 遺跡コード 遺跡名 時代 遺構・遺物 種別 所 在 地 調査日 備考 

I しG33-0197 千徳城遺跡群 奈良・平安・中世 城館跡 宮古市千徳 平成24年3月I4→15日 周知 

2 しG33-0138 近内寺本I遺跡 縄文・古代 敵布地 宮古市近内 平成24年3月I4→15日 周知 

3 しG33-022I 背猿I遺跡 縄文・平安 集落・捜鋏跡 宮古市近内・千徳 平成24午3月I4-15日 周知 

4 可能性あり① 宮古市山口 平成24年3月14-15日 

5 しG23-2244 山口駒込I遺跡 縄文・奈良 集落跡 宮古市山口 平成24年3月14→15日 周知 

6 しG23-1253 高根遺跡 縄文 土城塞群 宮古市山口 平成24年3月28日 周知 

7 しG23-1233 牛沢遺跡 縄文 倣布地 宮古市山口 平成24年3月28日 周知 

8 しG13-1316 一の渡I遺跡 縄文 敵布地 宮古市崎山 平成24年3月28日 周知 

9 可能性あり〈② 宮古市田老 平成24年3月29日 

10 可能性あり(③ 宮古市田老 平成24年3月26日 

Il KG84-0069 乙部遺跡 縄文 敵布地 宮古市田老 平成24年3月26日 周知 

I2 KG84-0110 小堀内遺跡 縄文 緻布地 宮古市田老 平成24年3月27日 周知 

13 KG74-2133 向新田IⅡ遇跡 縄文・弥生 散布地 宮古市田老 平成24年3月27日 周知 

I4 可能性あり-④ 岩泉町小本 平成24年3月I4-15日 

(4)工事立会

No. 調 査∴期 日 事 業 名 事∴∴∴業 者 遺 跡 名 所在地 

l 平成23年4月12日 経営体育成基鑑整備専業 江刺西部地区 県南広域振興局提政部農村整備室 五十滴神社前遺跡 奥州市 

2 平成23年9月7日 

基幹水利施設ストックマネジメント事業 (花巻工区南幹線) 

県南広域振興局農政部北上鎧村整備センター 鳥谷遺跡 花巻市 

3 平成23年9月29日 経営体育成基盤整鵬事業(適作条件整備型) 盛岡広域振興局臓政部隣村整備室 下川 原I・II遺跡 紫波町 

4 当 成23年10月4日 経営体育成基盤整備事業 都鳥3期地区 南広域振興局農政部臓村整備室 作 敷追跡 奥州市 

5 叶 威23年10月I4日 経営体育成基盤整備草葉 六原地区 南広域振興局農政部農村整備室 赤 遇跡 金ヶ崎町 

6 平王威23年10月I9日 経営体育成基盤整備事業 和賀中部第4地区 生 雨広域振興局農政部北上農村整備センター 商都領伊達領魂塚 北上市 

7 平成23年11月24日 緊急地方運輸整備専業(森下地区) 県南広域振興局土木部一関土木センター 瀬原II遺跡 平泉町 

8 平成23年12月5日 集落基盤整備事業(地域用水型) 盛岡広域振興局農政部農村整備室 太田蝦夷森古墳階 盛岡市 

9 平成24年l月12日 津軽石地区螺単治山工事 沿岸広域振興局農林部宮古農林振興センター林務室 Ili開館遺跡 宮古市 

10 平成24年1月27日 貯め池等整備専業 県南広域振興局農政部一関農村整備センター 小聞木遇跡 一関市 

11 平成24年3月6日 北上川中流域河川改修事業 国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所 千苅適跡 北上市 
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誓書二三∴
鳩岡崎下通遺跡「号土坑 全景(南東→) 鳩岡崎下通遺跡l号土坑 断面(南東→)

鳩岡崎下通遺跡 2号土坑 断面(北西→) 鳩岡崎下通遺跡 3号土坑 全景(南→)

言霊幸二翳

一言’圭一了_討’

ぎ/し辛雪圭場嘉霊薬∴蓮
. ヽ∴1

鳩岡崎下通遺跡 柱穴(南西→)

土用ii遺跡「号住居跡 全景(北東→)
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鳩岡崎下通遺跡 調査状況(南西→)

土用II遺跡 柱穴群(北東→)

写真図版「検出遺構・調査状況(「)



写真図版

子飼沢高炉跡「号土坑 全景(南東→)

子飼沢高炉跡 2号土坑 全景(西→)

上平用遺跡「号土坑 全景(南東→)

古城林遺跡南調査区 柱穴群(北→)

子飼沢高炉跡「号土坑 断面(南東→)

子飼沢高炉跡 2号土坑 断面(西→)

古城林遺跡北調査区「号溝跡 全景(西→)

中野A遺跡 調査区西側 精査状況(南→)

写真図版2 検出遺構・調査状況(2)
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{"ヽ

谷地遺跡「号住居跡 全景(南西→)

谷地遺跡「号住居跡 断面(南東→) 谷地遺跡l号住居跡 断面(南西→)

谷地遺跡「号住居跡カマド 断面(南東→) 谷地遺跡「号住居跡カマド煙道 断面(南東→)

写真図版3 検出遺構・調査状況(3)
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写真図版

谷地遺跡「号住居跡カマド(南西→)

谷地遺跡「号住居跡 遺物出土状況

谷地遺跡「号住居跡 精査状況

華
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士, ∴嘉

∴:讃
.な・予

書

∴三選塾
谷地遺跡「号住居跡 遺物出土状況(南西→)

谷地遺跡「号住居跡 pit2遺物出土

空言一 ’与_.

声・
れ

イ ●

′ノ ・
●

-

タ

′、.’’′-

∴諒恕

谷地遺跡 2号土坑 全景(南→)

谷地遺跡 3号溝跡 断面(南→)

写真図版4 検出遺構・調査状況(4)
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谷地遺跡「号溝跡 全景(西→)

谷地遺跡 2号溝跡 全景(西→)
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谷地遺跡「号溝跡 断面(西→)

谷地遺跡 4号溝跡 全景(南西→)

谷地遺跡 柱穴群(南→)

写真図版5 検出遺構・調査状況(5)



写真図版

久田=遺跡「号住居跡 全景(北西→)

久田=遺跡 2号住居跡 全景(西→)

八天坂遺跡 4号住居跡 全景(南西→)

久田Ii遺跡「号住居跡カマド(北西→)

八天板遺跡 3号住居跡 全景(北西→)

八天坂遺跡 6号住居跡 全景(北東→)

写真図版6 検出遺構・調査状況(6)
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八天坂遺跡 5号住居跡 全景(南東→)

八天坂遺跡 7号土坑 全景(北→)

八天坂遺跡「3号土坑 全景(北西→)
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八天坂遺跡 7号住居跡 全景(北西→)

上

八天坂遺跡 9号土坑 全景(南→)

醍醐やう ・∴、〆′

八天坂遺跡14号土坑 全景(南東→)

写真図版7 検出遺構・調査状況(7)



写真図版

鳩岡崎下通遺跡

上平I=遺跡

←一重3 鮮電菖ギブ

中野A遺跡

土用II遺跡
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写真図版9 出土遺物(2)発掘調査



写真図版
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写真図版「「出土遺物(4)発掘調査
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写真図版「3 出土遺物(6)発掘調査

八天板遺跡・久田=遺跡
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写真図版

篭堅固語頭
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写真図版「4 出土遺物(7)発掘調査
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中村遺跡

松山館遺跡
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漆町遺跡

写真図版「5 出土遺物(8)試掘調査
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ふ り が な いわてけんないいせきはっくつちょうきはうこくしょ 

書 名 岩手県内遺跡発掘調査報告書 

副 書 名 平成23年度 

シ リ
ー ズ 名 岩手県文化財調査報告書 

シ リ
ー ズ 番 号 第136集 

編 著 者 名 岩手県教育委員会 

編 集 機 関 岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課 

所 在 地 〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10-1 TELO19-629-617l 

発 行 年 月 日 平成25年3月28日 

ふりがな 所収遺跡名 

ふりがな 所在地 

コード 
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因 

市町村 遺跡番号 

はとおかざさしたどおり 鳩岡崎下通 いれてけんきたかみしはとおかさき 岩手県北上市場岡崎 

032069 
ME55- 

39度 18分 141度 4分 20110425・-0427 240正 県道拡幅工事 (歩道設置) いせき 
1186 遺跡 第4地割 42秒 54秒 

岩手県 二戸市 
032131 

JEO9- 
40度 141度 

20110803・-0805 150正 

農業用給水管理 

上川II遺跡 
石切所十川 

1152 

15分 26秒 16分 8秒 

設工事 

二がいざわ こうろあと 岩手県気仙郡 
034410 

NF13- 
39度 141度 

20110823一-0826 500正 

国道改築工事 

子飼沢高炉跡 
住用町世田米 

0143 

9分 29秒 70分 97秒 

岩手県二戸巾 
032131 

萱E99- 
40度 141度 

20110926・-0928 150調子 

農業用給水管理 

上平萱量量遺跡 

まいざわうわむら 米沢上村 

2218 

16分 41秒 17分 24秒 

設工事 

可能性あり ①・②・③ 
岩手県肌沢郡 かねがさきちようろくはら 金ヶ崎町六原 

033812 

39度 5分 8秒 141度 9分 1秒 

2011101十-1014 2 m 

ほ場整備工事 

岩手県奥州市 
032158 

しE47- 
39度 141度 

2011110十-1102 
350n了 

ほ場整備工事 

古城 林遺跡 
浦沢区古城 

1169 

5分 8秒 9分 1秒 

20120229一-0301 

岩手県花巻市 
032051 

NF62- 
39度 141度 

20120312一㌧0314 2,770正 

県営施設建物改 

中野A遺跡 
高松第7地割 

1157 

22分 56秒 9分 37秒 

築工事 

や∴ちいせき 岩手県奥州市 
032158 

ME86- 
39度 141度 

201101=∵-0201 2,000正 

堤防改築工事 

谷地遺跡 
えさしくいなせあざや∴ち 江刺区稲瀬字谷地 

2137 

13分 22秒 7分 42秒 

はってんざかいせき 八大坂遺跡 岩手県北土市 
032069 

ME74- 39度 141度 
20100207一-0218 

400正 
農業用給水管理 二三し‾三 

0252 16分 2分 
20110228・-0303 

設工事 

久田II遺跡 岩崎新廿 0207 3秒 31秒 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項 

鳩岡崎下通 遺跡 
集落跡 平安時代 土坑 土師器少量 

土用I量遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡、柱穴 縄文土器数点 

子飼沢 高炉跡 

生産遺跡 時期不明 士坑 なし 

上平萱I量遺跡 集落跡 縄文時代 土坑 縄文土器少量 

可能性あり 〇・②・③ 
なし なし 

古城林遺跡 集落跡 
平安時代 時期不明 柱穴 溝跡 

土師器小片 

中野A遺跡 散布地 縄文時代 なし 縄文土器少量 

谷地遺跡 
散布地 弥生時代 

竪穴住居跡、土抗、溝 
弥生土器、石器 9世紀前半の竪穴住居か 

集落跡 平安時代 土師器、須恵器 ら須恵器が多量に出土。 

八天坂遺跡 久田I萱遺跡 

集落跡 平安時代 竪穴住居跡、土坑、溝 土師器、須恵器 9世紀後半の集落跡 
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